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巻頭言 
山口大学大学院医学系研究科 

消化器・腫瘍外科学 教授 

永野 浩昭 
Hiroaki Nagano 
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 大阪大学より山口大学に着任し、2年が経過しました。昨年よりはじめた「教室年報」も第2号になります。時のたつのは本当に早いも

ので、個人的には、意味のない焦燥感におそわれる毎日をあらためて実感しております。 

 

1. 2016年  

 振り返るといろいろなことがありました。春の熊本での震災は、完全な想定外で、毎年政府から出される震災予想地区の無意味さを

露呈した数日間でした。夏には、小池東京都知事選出やリオ五輪での日本選手の大活躍などもありました。また、オバマ前米大統領

の広島訪問も2016年の出来事でした。いろいろな意見はあると思いますが、現安倍政権は、少なくとも外交成果を着実にあげている

ように思います。そういった意味では、年末のプーチン露大統領の山口県長門訪問は、実は将来に向けての大きな第一歩なのかも

しれません。 

 

2. 世代交代 

 教室にとっては、世代交代の年でした。これからの10年に向けて、何はともあれ、“教室に新しい息吹を”、そんな思いの1年でした。

消化器外科の各疾患の責任者が、上部消化管：武田 茂講師、下部消化管：鈴木伸明講師、肝胆膵：坂本和彦講師、に交代し、未

来に向けてスタートをきることができました。 

 

3. 教授誕生と寄付講座開講 

 この世代交代の流れを明るいものにしたのは、二人の教授の誕生と寄付講座開講でした。3月1日付で、飯塚徳男が“広島大学 漢

方診療医学講座”の教授に、上野富雄が“川崎医科大学 消化器外科学教室”の主任教授としてそれぞれ赴任いたしました。彼らの

これまでの努力がこの快挙の原点でしょう。また、4月1日付で、教室関連寄付講座“先端がん治療開発学”を開講し、硲彰一が教授

に就任しました。今後は外科医を離れて、免疫治療と遺伝子多型などの研究に専念するとともに、大学院生の指導にも尽力してくれ

ることで、教室の研究における核ができました。 

 

4. 肝移植・再開 

 11月15日、念願の生体肝移植手術を16年ぶりに再開いたしました。京都大学の田中紘一名誉教授の来院と執刀により施行された

この医療は、16年間の長期中断を経て、“山口大学の医療”として再開することができました。第一例目の結果より、肝移植の厳しさを

改めて実感することにはなりましたが、その一方で、症例の紹介はとぎれることなく、3カ月に1例のペースで継続しています。事実を

真摯に受け止め、移植医療を継続し、さらに確立することが、これからの山口県への貢献になると思っております。 

 

5. これからの10年 

 この2年間で、教室基盤を刷新することができました。そして、未来に向けて、次の第一歩を進める準備が整ったと思っております。

その一方で、今の消化器・腫瘍外科学講座には、“癌治療成績の向上と拠点化”、 “講座・診療科再編” 、“外科医不足”、など、課

題は山積しております。 

 

 これからも決して振り返ることなく、山口の医療と医学のために邁進することを、あらためて肝に銘じます。かわらぬ御支援と御指導

をよろしくお願いいたします。 

 



ごあいさつ 

スマホが解決する事象が増え、ドローンが提供する映像が増え、バーチャルなのか？それとも現実なのか？戸惑う事も多い昨今

ですが、青山会の皆様いかがお過ごしでしょうか？平成元年２外科入局の飯塚でございます。平成28年3月より、広島大学大学

院・医歯薬保健学研究院・漢方診療学講座教授を拝命し、一年が経とうしています。この紙面をお借りし、挨拶を兼ねて近況報

告したいと思います。 

私が勤務する広島大学はJR広島駅から南へ徒歩２５分の所に位置し、文字通り医歯薬保健学の４科がコミューンを形成する複

合施設です。現在の私の講座にはスタッフが2人いますが、漢方から少し離れた領域の仕事をしています。専属の事務もいませ

んし、まして秘書もいません。想い起こせば、山口大学に漢方寄附講座ができた時も同じような環境だったと思います。それでも、

漢方の講座は、西日本の国立大学にココしかなく、一国一城の主となった分けですから、大きなチャンスを頂いたと思い日々精

進しております。 

医学部では、漢方診療センターの一員として、週2日の外来診療とともに医学生のポリクリや講義、研修医教育にあたっています。

研究室が薬学部に所属するために薬学生の配属があり、着任早々、4名の卒論指導を行っています。今の薬学部は薬学科(6年

制)と薬科学(４年制)に分かれていまして、４名のうち1名は薬科学の学生であり今年就職予定ですので、進路・就活指導が大変

です。勿論、学部生講義や大学院生講義、OSCEやCBT等の薬学部のルーティンも全て引き受けて対応しています。 

以上のように、この一年間の私のエフォートのほとんどは教育・診療に費やされましたので、研究面がやや手薄になっております。

現在、日本には医師が約30万、その９割が漢方薬を処方しているという統計データがありますが、一方で、漢方専門医は2千人

しかいません。その他の多くの医師たちが、漢方専門医のレベルに近づくためには、漢方用語を共通・標準化して、何をどの程

度学んで理解すべきかという指標を作る必要があります。さらには、漢方病名のICD-11への組み込み作業がほぼ完了する西暦

2020年までに、漢方という診療および学問体系を整備する必要がございます。このために、漢方教育のIT化や漢方診療のデジ

タル化を進め、関連特許も取得し、平成29年度は大学病院を含む九州・中国地区臨床研修指定医５０病院に漢方教育をイン

ターネット配信し、平成30年以降はその全国展開と漢方eラーニングシステムの事業化へとエフォートを集中させたいと考えてい

ます。 

以上、簡単ですが、私の近況を報告させて頂きました。今後も、何らかの形で、皆様と関わりを持ち続けたいと考えている次第で

す。同門の先生方におかれましては、ご指導・ご鞭撻の程宜しくお願い致します。 

 

広島大学大学院 医歯薬保健学研究院   
応用生命科学部門 薬学分野 漢方診療学 

教授 

飯塚 徳男 
Norio Iizuka 
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ごあいさつ 

昨年(2016年)9月1日付で、川崎医科大学消化器外科学 教授、同附属病院消化器外科 診療部長を拝命した上野富雄です。山

口大学消化器・腫瘍外科学教室在職中は、たいへんお世話になりました。赴任前には、教室・同門会を挙げての盛大な壮行会

を行っていただきありがとうございました。気を引き締めて着任いたしました。11月には岡田敏正先生、本年1月からは渡邊裕策

先生と、2名の優秀な先生を派遣していただき感謝申し上げます。また、それに関連して、教室関連病院の先生方にはご迷惑を

おかけし、この場を借り、感謝とお詫びを申します。 

 我々の拠点である川崎医科大学は、同附属病院（倉敷市）、同総合医療センター（岡山市）、同付属高校、川崎医療福祉大学、

川崎医療短期大学、専門学校川崎リハビリテーション学院を有する学校法人川崎学園の一構成要素であり、昭和45（1970）年に

「人間（ひと）をつくる 体をつくる 医学をきわめる」を理念とし、川崎祐宣先生により創設されました。同附属病院は昭和48

（1973）年12月に開設され、現在1,182床の特定機能病院として、岡山県南西部医療圏、約710,000人（県全体の36.9％）の医療

拠点であります。 

消化器外科は附属病院開設当初より設置され、第１例目の全麻の手術を担当したという由緒ある科で、これまで佐野開三先生、

角田 司先生、平井敏弘先生、中村雅史先生の4名の教授により運営されてきました。また本年4月からは、永野浩昭教授の仲立

ちで阪大医局から藤原由規先生が消化管分野を支える特任教授として赴任されることが教授会で承認されています。年間手術

数は700例前後で、約2割が緊急手術です。ただ、医局員数は私を含め12名であり、緊急疾患も多いので、現在九州大学第一

外科に教授として移籍された中村雅史前教授からも1名の研修を任していただけることになりました。 

 当地で骨を埋める覚悟で、何事にも取り組みたいと考えております。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

川崎医科大学 消化器外科学 教授 

上野 富雄 
Tomio Ueno 
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先端がん治療開発学講座 開講報告 

講座名：先端がん治療開発学講座（消化器・腫瘍外科学関連寄付講座）  

Department of Translational Research and Developmental Therapeutics against Cancer 

 

講座のメンバー：硲 彰一、徳光幸生（消化器・腫瘍外科学併任）、恒富亮一（消化器・腫瘍外科学併任）、大場光芳（共同研究

員：東洋鋼鈑株式会社） 

 

講座の紹介 

 本講座は東洋鋼鈑株式会社と日本電気株式会社の寄付により、消化器・腫瘍外科学関連寄付講座として山口大学医学部に

設置されました。本講座では、直接患者さんの診断・治療に役立つシーズを育て、がん個別化医療、がん複合免疫療法、がん

再生細胞療法、新規がん免疫薬剤等の開発を行うことを目的としています。 

 臨床的観点よりの研究を推進するため、大学院医学系研究科消化器・腫瘍外科学、消化器内科学などの臨床分野の講座との

連携、さらにトランスレーショナル研究を推進するため基礎医学講座並びに４月に新たに設置された創成科学研究科とも連携し

ます。豊富な臨床検体と臨床情報を背景に、基礎的に深化させたトランスレーショナル研究の中心的役割を担い、山口大学に

おける先端がん治療開発の拠点となることを目標に努力いたします。 

 主な研究内容は、 

(1)世界的に望まれている個別化医療を実現するために、薬剤の効果や毒性予測に有用なマーカー遺伝子を搭載した体外診

断用医薬品を新たに開発・製造し、山口県から世界に販売することで、個々の患者の薬効予測や副作用予測を可能にし、最も

有用で副作用のない治療を提供します。また、東洋鋼鈑株式会社の有するDNAチップ体外診断薬技術によって産業化を目指

します。 

(2)ペプチドワクチン療法の効果を予測するバイオマーカーの探索・同定と新たな複合癌免疫療法を開発します。また癌局所の

微小環境では宿主要因と癌細胞の相互作用により様々な免疫抑制性機構が構築されていますが、これを解除して免疫療法の

有効性を飛躍的に高めることが可能です。さらに、日本電気株式会社の最新のエピトープペプチド探索技術を用いてマルチ

HLA（HLA-A*2402, -A*0201, -A*0206）結合性ペプチドの同定を行い、産学連携により新薬の創出を目指します。 

 

山口大学医学部   
先端がん治療開発学講座 教授 

硲 彰一 
Shoichi Hazama 
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教室人事 
山口大学大学院医学系研究科 
消化器・腫瘍外科学 医局長 

鈴木 伸明 
Nobuaki Suzuki 

関連病院人事異動（平成28年1月1日から12月31日） 
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現在、医局長を仰せつかっております鈴木伸明です。 

平成28年1月から平成28年12月までの大学の人事異動については以下の通りです。 

平成28年3月1日付で、医員の新藤芳太郎が米国のVirginia Commonwealth Universityに留学致しました。新藤先生には大学院

での研究マインドを活かして、膵島移植を習得して山口大学に還元してくれることを期待します。同年4月1日付で、医員の来嶋

大樹、千々松日香里が、下関医療センターへ出向しました。来嶋先生は大学院生として培ったものの見方、考え方を生かして、

千々松先生は初々しい女性外科医として、消化器外科・乳腺内分泌外科医としての益々の成長を期待します。また、医員の木

村祐太が徳山中央病院に、医員の徳久晃弘が小倉記念病院に出向しました。木村先生は急性期病院でのこれまでの経験を生

かして、徳久先生は持ち前の明るい性格で、消化器外科・乳腺内分泌外科医として頑張ってくれるものと期待します。また、当

科で乳腺外科医として症例を数多く持ち活躍してくれた筒井理仁が、実家を継ぐために退職し、岡山で筒井医院副院長となりま

した。筒井先生には今後とも、当科での経験・知識を地元に還元されることを祈念します。 

平成28年4月1日付けで、藤原康弘、桑原太一の大学院入学に伴い、山田健介が山口大学病院集中治療部 助教として宇部

興産中央病院から、中須賀千代が小倉記念病院から医員として帰学しました。二人とも今まで培った経験を生かして、高い視点

と広い視野をもった外科医としてこれからの成長を望みます。 

新入局については、平成28年4月1日付けで、初期研修終了後の、渡邊孝啓（関門医療センター2年間）と関矢まり（関門医療セ

ンター2年間）の2名の入局者を迎え、山口大学附属病院に医員として配属されました。二人とも初期臨床研修病院も同じなので、

今後も互いに切磋琢磨してくれるものと期待しています。また、研究面では2名の大学院入学者を迎え、藤原康弘が山口大学病

院集中治療部から、桑原太一が学内からそれぞれ入学致しました。山口大学大学院消化器・腫瘍外科学教室の一員としての

自覚を持って、根拠に基づく科学的考察力を持った消化器外科医へと成長していくことを期待しています。 

異動日 氏名 異動元 異動先 

3月1日   新藤芳太郎 山口大学消化器・腫瘍外科学 
Department of Surgery, Transplantation Division, 
Virginia Commonwealth University 

4月1日   清水 良一 厚生連小郡第一総合病院 徳山中央病院 

〃   長谷川博康 徳山中央病院 厚生連小郡第一総合病院 

〃   衛藤 隆一 厚生連小郡第一総合病院 退職（戸畑リハビリテーション病院） 

〃   井上 健 関門医療センター 退職（長崎リハビリテーション病院） 

〃   多田 耕輔 徳山中央病院 宇部興産中央病院 

〃   河岡 徹 宇部興産中央病院 徳山中央病院 

〃   林 秀知 小倉記念病院 下関医療センター 

〃   長島 淳 下関医療センター 退職（下関病院） 

〃   西村 拓 下関医療センター 小倉記念病院 

〃   前田 祥成 下関医療センター 関門医療センター 

〃   筒井理仁 山口大学消化器・腫瘍外科学 退職（筒井医院） 

〃   中津 宏基 厚生連小郡第一総合病院 市立八幡浜総合病院 

〃   友近 忍 市立八幡浜総合病院 山口大学消化器・腫瘍外科学 

〃   橋本 憲輝 小野田赤十字病院 厚生連小郡第一総合病院 

〃   木嶋 大樹 山口大学消化器・腫瘍外科学 下関医療センター 

〃   長岡 知里 徳山中央病院 小野田赤十字病院 

〃   山田 健介 宇部興産中央病院 山口大学病院集中治療部 

〃   中須賀千代 小倉記念病院 山口大学消化器・腫瘍外科学 

〃   木村 祐太 山口大学消化器・腫瘍外科学 徳山中央病院 

〃   兼定 航 岩国市医療センター医師会病院 宇部興産中央病院 

〃   徳久 晃弘 山口大学消化器・腫瘍外科学 小倉記念病院 

〃   千々松日香里 山口大学消化器・腫瘍外科学 下関医療センター 

11月1日   岡田敏正 美祢市立病院 川崎医科大学 消化器外科 



臨床報告（入院） 

病棟医長の武田です。2016年の入院診療につきましてご紹介いたします。 

当科の年間手術件数は2010年以降、600件を越していますが、昨年も微増して685件でした（応援手術含む）。鏡視下手術も283

件で、各診療グループともに増加しております。入院患者数は1038名で、手術以外では化学療法が216件で約20%占めていまし

た。大学病院の特徴として術前合併のあるリスク症例や高難度症例も多いですが、病床稼働率92.7％、平均在院日数16.9日で

比較的良好な結果と思われます。 

当科では、上部消化管、下部消化管、肝胆膵、乳腺内分泌の4つのグループで診療体制をとっていますが、診療科全体での回

診やカンファレンスに加えて各々のチーム毎のカンファレンス・回診も行っています。より専門的で難易度の高い症例にも対応で

きるようにそれぞれが協力して日々の診療を行っていますが、他診療科や各診療部門とも連携をとりながら安全で質の高い医療

を提供できるように努力しております。 

 現在、附属病院の再発整備事業による新病棟建設を建設中で、平成30年度には新病棟が完成見込みで、手術室や集中治

療室なども新しくなる予定です。待機患者を減らして手術件数を増やすように努力したいと思いますので、益々のご指導ご鞭撻

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

山口大学大学院医学系研究科 
消化器・腫瘍外科学 病棟医長 

武田 茂 
Shigeru Takeda 

8 



臨床報告（外来） 

2016年の9月から上野富雄医師から外来医長を引き継ぎました坂本です。当科の外来診療の近況につきましてご報告いたしま

す。 

紹介患者さんの初診は、基本的に火曜日は永野浩昭教授、金曜日は武田茂医師が担当、診察させて頂いています。また2016

年度からは本格的にチーム診療を導入してまいりました。上部消化管（武田茂医師）、下部消化管（鈴木伸明医師）、肝胆膵（坂

本和彦医師）、乳腺内分泌（山本滋医師）の４つのグループ体制をとっており、初診の後、各グループチーフ・スタッフが引き続き

診察し、治療方針について話し合います。 

新患のほとんどは学内・学外部からのご紹介であり、最近では県内遠方からも紹介していただく機会が増えています。データを

見ますと年度別の月平均の外来患者数は2016年度は減少に転じておりますが、診療単価は逆に増加しています。結果として稼

働額は昨年とほぼ同等です。これは学外部から当科に紹介して頂いた方はなるべく紹介元の先生方にお返ししている方針の結

果と思われます。ただし進行癌の患者さんは術後外来化学療法を必要とすることが多く、当科で継続的に治療するため昨今の

化学療法の高額化も反映し診療単価自体は増加していると考察します。早期癌や、遠方の患者さんは紹介元の先生方にお返

しし、集学的治療を必要とする患者さんを重点的に診させて頂くという本来の大学病院の役割を反映していると思われます。 

今後も皆さまからの益々のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

山口大学大学院医学系研究科 
消化器・腫瘍外科学 外来医長 

坂本 和彦 
Sakamoto Kazuhiko 
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臨床報告（各グループ） 

上部消化管グループ 
下部消化管グループ 
肝胆膵グループ 
乳腺・内分泌グループ 

千畳敷（長門市） 
 



入院患者数 

スタッフ 
武田 茂、飯田通久、 

兼清信介、北原正博、吉野茂文 

手術症例数 

食道疾患 38例 

食道癌 35例 

食道胃接合部癌 2例 

食道憩室 1例 

胃疾患 85例 

胃癌 68例  

残胃癌 2例  

GIST 7例  

十二指腸癌・ＮＥＴ 3例 

その他 5例  

食道疾患名 37例 術式 37例 

食道癌 25例 食道癌根治術 25例 

 腹臥位胸腔鏡食道亜全摘術 23例 

 頸部食道喉頭合併切除 1例 

 縦隔鏡下食道切除術 1例 

下咽頭癌 3例 遊離空腸再建（応援手術） 3例 

食道胃接合部癌 2例 噴門側胃切除（観音開き法） 2例 

食道憩室 1例 食道憩室切除 1例 

その他 5例 その他手術 3例 

 膿胸 ３例 胸腔鏡下洗浄ドレナージ 3例 

術後乳び胸 １例 胸腔鏡下胸管結紮術 １例 

横隔膜ヘルニア １例 腹腔鏡補助下ヘルニア修復術 １例 

上部消化管グループは武田、飯田、兼清、北原、西山（大学院）のメンバーで食道・胃疾患の診療を行っております。
2016年の新規患者123例、手術は102例でした。大半が食道癌、胃癌の症例です。当科は食道外科専門医が3名在籍す
る県内唯一の食道外科専門医施設で、食道癌では90％以上が鏡視下手術を行っており、低侵襲で安全な手術を目指して
おります。NSTや周術期リハビリテーションなどチーム医療も積極的に導入して術後合併症の予防に努めています。胃
癌については腹腔鏡手術を進行癌にも適応を広げ、80％以上の症例で腹腔鏡手術を行いました。体内吻合による完全鏡
視下手術を導入しましたが、合併症も増えることなく良好な成績でした。術後や高度進行症例に対する化学療法は、腫
瘍センターの吉野を中心に、地域連携も含めて包括的ながん治療を提供できるように心掛けております。 
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トピックス 
1月 岡山大学臨床解剖実習セミナーに参加しました（武田、飯田、兼清、北原、西山）。 

2月 2/12山口県食道疾患研究会で発表しました（兼清） 
第 6回肥満症総合治療セミナー に参加しました 

3月 
JCOG食道班会議にオブザーバー参加しました（武田、兼清） 
第88回日本胃癌学会総会に参加しました（吉野、飯田）。 
第9回中四国食道外科平成の会に参加しました（武田、兼清、北原、西山） 
がん診療セミナー in 萩で講演しました（吉野）。 

4月 第116回日本外科学会定期学術集会に参加しました（武田、飯田、兼清、北原、西山、吉野） 

5月 
切除不能再発食道癌に対する2次治療としてのドセキタセルネダプラチンに関する論文がAnticancer 
Researchに掲載されました(兼清）。 
Nippon Neuromuscular Meeting 第6回学術集会で講演しました（吉野）。 

6月 第59回関西胸部外科学術集会に参加しました（武田、兼清、北原、西山）。 
第18回ESMO-GIに参加しました（吉野）。 

7月 
第70回日本食道学会学術集会に参加しました（武田、飯田、兼清、北原、西山、吉野） 
第71回日本消化器外科学会総会に参加しました（武田、飯田、兼清、北原、西山、吉野）。 
第15回食道手術ビデオ懇話会（大阪）に参加しました（武田、兼清）。 

9月 

進行・再発胃癌に対するS-1 単独療法/S-1 + レンチナン併用療法 
による第Ⅲ相試験（JFMC 36-0701）の結果が 
European Journal of Cancerに掲載されました。 
第10回中四国食道外科平成の会に参加しました（武田、兼清、北原、西山）。 
第15回国際食道疾患学会議(ISDE 2016)に参加しました(兼清、吉野）。 

11月 
ＪＤＤＷ2016に参加しました（武田、飯田、兼清）。 
JCOG食道班会議にオブザーバー参加しました（武田、兼清）。 
第78回日本臨床外科学会総会に参加しました（武田、飯田、兼清）。 
同 学術セミナーで講演しました（吉野）。 

12月 第29回日本内視鏡外科学会総会に参加しました（飯田、吉野） 
食道外科専門医認定試験に合格しました（兼清）。 
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胃疾患名 65例 術式 65例 

胃癌 48例 腹腔鏡下胃全摘術 4例 

腹腔鏡下幽門側胃切除術 30例 

腹腔鏡下バイパス術 3例 

胃全摘術 4例 

幽門側胃切除術 5例 

噴門側胃切除術 1例 

残胃癌 2例 胃全摘術 1例 

胃部分切除術 1例 

GIST 7例 腹腔鏡下胃部分切除術 4例 

胃・十二指腸部分切除術 2例 

LECS 1例 

十二指腸癌・NET 3例 LECS 3例 

その他（穿孔など） 5例 大網充填・バイパスなど 5例 



胃手術の風景 

胸腔鏡下食道切除術 
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平成28年研究報告（平成28年12月31日現在） 

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進捗状況 

UMIN000016954 食道癌患者を対象とした術後補助療法としての
S-588410（ペプチドワクチン、塩野義製薬）
による第III相多施設共同プラセボ対照二重盲
検無作為化比較試験 

食道癌 塩野義製薬 実施中 

UMIN000008590 進行・再発胃癌に対するTS-1隔日投与法＋レ
ンチナン併用療法を検証する第Ⅱ相試験 

胃癌 山口大学 実施中 

UMIN000016196 切除不能・進行再発胃癌の2次化学療法として
の低用量Nab-Paclitaxel療法の有用性の検討 
～臨床第II相試験～ 

胃癌 山口大学 実施中 

UMIN000010337 StageⅢの治癒切除胃癌に対する術後補助化学
療法としてのTS-1+Docetaxel併用療法とTS-
1単独療法のランダム化比較第Ⅲ相試験 
JACCRO GC-07（START-2） 

胃癌 JACRO 実施中 

UMIN000010877 手術支援ロボットを用いた早期胃癌に対する幽
門側胃切除術の安全性と有用性の検討 

早期胃癌 山口大学 実施中 

食道原発神経内分泌癌（NEC）におけるマイク
ロRNA発現プロファイルを用いた分子生物学
的サブクラスの同定と治療効果予測分子マー
カーセットの探索 

食道癌  
日本神経内分
泌腫瘍研究会  

申請中 

UMIN000025412 食道癌患者へのDCF療法時における成分栄養剤
の口腔粘膜炎抑制作用の検討  
－エレンタール非投与群を対照群としたランダ
ム化第Ⅲ相比較臨床試験（EPOC2 study） 

食道癌 JFMC 申請中 



入院患者数(化学療法含む） 

スタッフ 
鈴木伸明、友近 忍 
井上由佳、田中宏典 

硲 彰一 

手術症例数 

結腸/直腸癌 139 

回盲部癌 14 
上行結腸癌 15 
横行結腸癌 18 
下行結腸癌 4 
S状結腸癌 24 
直腸癌 54 
その他 10 

良性疾患 101 
イレウス 21 

直腸脱 7 
炎症性腸疾患 
（クローン病5例、潰瘍性大腸炎3例） 8 

急性虫垂炎、憩室炎等 6 

肛門疾患 7 

ストーマ造設・閉鎖 11 

その他 41 

2016年、下部消化管グループは鈴木、友近、井上、田中のメンバーを中心に、硲をスーパーバイザーとして診療を行いま
した。症例は年々増加傾向ですが、なかでも結腸・直腸癌症例に対する手術は102例と、はじめて100例の大台を突破しま
した。そのうち腹腔鏡手術は92例と実に93%の症例に施行しました（経肛門3症例除く）。良性疾患に関しても積極的に
鏡視下手術を導入しています。臨床研究にも積極的に参加し、IRB承認のもと症例登録を行いました。大腸班チームカン
ファレンスを週1回、消化器内科との合同カンファレンス（Cancer Board）を週1回行っています。消化器・腫瘍外科学と
しての全体カンファも週2回行っており、ここで肝胆膵班と相談し、抗がん剤治療先行による切除不能肝転移症例に対する
conversion therapy （肝転移切除等）も積極的に取り組んでいます。 

のべ入院患者数 240人 

大腸癌：部位別 計102例 

盲腸 15 

上行結腸 16 

横行結腸 13 

下行結腸 4 

S状結腸 21 

直腸 31 

大腸重複癌 A,S:1  D,S:1 

疾患別 手術症例：188例 

大腸癌 102例 

クローン病・潰瘍性大腸炎 13例 

イレウス 12例 

虫垂炎 4例 

小腸疾患 2例 

肛門疾患（痔核、痔瘻） 2例 

直腸脱 7例 

ストーマ閉鎖術 18例 

ストーマ造設術 11例 

その他（急性腹症、憩室出血等） 17例 
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平成2８年臨床試験一覧（平成28年12月31日現在） 

トピックス 

1月 熊本で開催された第85回大腸癌研究会に参加しました。（鈴木、井上） 

3月 第5回 京・近江大腸がん治療セミナーで「大腸癌治療における最新情報提供 -特にBRAFについて-」の招待
講演を行いました。（硲） 

5月 シカゴで開催された2016ASCO Annual Meetingに参加しました。（硲） 

7月 
 

大阪で開催された第86回大腸癌研究会に参加しました。（鈴木、井上） 
第２０回日本がん免疫学会総会で「大腸がんペプチド療法における免疫病態解析と次世代型がん複合免疫・
ペプチド療法の構築と臨床展開」の招待講演を行いました。（硲） 

9月 第44回日本臨床免疫学会総会で「抑制性免疫の解析によるその制御法や有効例選択バイオマーカーの探索
と変異遺伝子を標的とする複合がん免疫療法の開発」の招待講演を行いました。（硲） 

11月 伊勢市で開催された第71回日本大腸肛門病学会に参加しました。（硲、鈴木、友近、井上、田中） 
第142回山口県医師会生涯研修セミナーで「消化器・乳がんに対する先端がん治療開発の現状と展望」の招
待講演を行いました。（硲） 

12月 井上先生結婚退職。今年イチバンのトピックスでした。残念ですが、ご活躍を祈念します。 

大腸癌：術式別 症例数 大腸癌：術式別 症例数 

回盲部切除術 20例 低位前方切除術 18例（開腹2例） 

右半結腸切除術 11例（開腹1例） Hartmann手術 2例 

横行結腸切除術 12例 直腸切断術 3例 

下行結腸切除術(functional) 4例（開腹1例） ISR 0例 

Ｓ状結腸切除術(functional) 3例 経肛門的腫瘍摘除術 3例 

高位前方切除術 24例（開腹1例） 骨盤内臓器全摘術 開腹2例 

計 102例 

UMIN-ID 課題名 対象 実施責任組織 進捗状況 

UMIN000016776 

RAS遺伝子（KRAS/NRAS遺伝子）野生型で化学療
法未治療の切除不能進行再発大腸癌患者に対する
mFOLFOX6+ベバシズマブ併用療法とmFOLFOX6+
パニツムマブ併用療法の有効性及び安全性を比較す
る第Ⅲ相無作為化比較試験（PARADIGM study）
（3） 
 

切除不能進行 
大腸癌 

株式会社 
リニカル 継続中 

UMIN000016782 

RAS遺伝子（KRAS/NRAS遺伝子）野生型で化学療
法未治療の切除不能進行再発大腸癌患者に対する
mFOLFOX6+ベバシズマブ併用療法とmFOLFOX6+
パニツムマブ併用療法の有効性及び安全性を比較す
る第Ⅲ相無作為化比較試験における治療感受性、予
後予測因子の探索的研究（PARADIGM 付随研究）
（2） 
 

切除不能進行 
大腸癌 

株式会社 
リニカル 継続中 

UMIN000015916 

「抗EGFR抗体薬パニツムマブ投与歴のあるKRAS遺
伝子野生型の切除不能進行・再発大腸癌に対する三
次治療におけるパニツムマブ再投与の第Ⅱ相試験」
におけるバイオマーカー研究（JACCRO CC-09AR） 
 

切除不能進行 
大腸癌 
 

JACCRO 継続中 

UMIN000018217 

RAS野生型進行大腸癌患者における FOLFOXIRI＋セ
ツキシマブとFOLFOXIRI＋ベバシズマブの最大腫瘍
縮小率(DpR)を検討する無作為化第Ⅱ相臨床試験 
(JACCRO CC-13試験) 
 

切除不能進行 
大腸癌 
 

JACCRO 
 継続中 
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UMIN-ID 課題名 対象 実施責任組織 進捗状況 

UMIN000018412 

RAS野生型進行大腸癌患者における FOLFOXIRI
＋セツキシマブとFOLFOXIRI＋ベバシズマブの最
大腫瘍縮小率(DpR)を検討する無作為化第Ⅱ相臨
床試験におけるバイオマーカー研究 (JACCRO 
CC-13AR) 
 

切除不能進行 
大腸癌 JACCRO 継続中 

UMIN000017102 
化学療法未治療の切除不能な進行・再発大腸癌に
対するFOLFOXIRI+ベバシズマブ療法の第Ⅱ相臨
床試験（Be TRI） 

切除不能進行 
大腸癌 TRI 継続中 

UMIN000026690 
大腸がん腫瘍浸潤リンパ球のT細胞受容体
（TCR）網羅的解析による化学療法剤の効果予測
と抗腫瘍特異的免疫誘導効果に関する研究(2) 

切除不能進行 
大腸癌 山口大学 継続中 

UMIN000020440 
進行・再発固形癌に対するHSP70由来ペプチド
+GCP3由来ペプチド+IMP321+Hiltonolの複合免
疫療法としての第Ⅰ相臨床試験 

切除不能進行 
大腸癌 

NEC 
山口大学 継続中 

UMIN000022082 
進行・再発大腸がんに対する抑制性免疫解除剤+5
種類のペプチドカクテル+CpGの複合免疫療法の
第Ⅰ相臨床試験（2） 

切除不能進行 
大腸癌 山口大学 継続中 

UMIN000011750 肛門近傍の下部直腸癌に対する腹腔鏡下手術の前
向き第Ⅱ相試験（ULTIMATE TRIAL）(3) 下部直腸癌 大腸癌研究会 継続中 

腹腔鏡補助下大腸癌手術風景 

井上先生、ご結婚おめでとうございます。 
末永く、お幸せに   (^ ^)/ (^○^) 

第71回日本大腸肛門病学会が伊勢市で開催され、 
伊勢神宮にお参りしました 

2016ASCOで、シカゴ大学中村祐輔教授と、懇親の場を持ちました 
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入院患者数（化学療法を含む） 

スタッフ 
上野富雄、坂本和彦、徳久善弘、 
徳光幸生、松井洋人、松隈 聰 

胆道疾患 124 

胆嚢癌 23 

胆管癌 23 

十二指腸乳頭部癌 7 

良性・その他 71 

膵・脾疾患 71 
膵癌 63 
PNET 3 
慢性膵炎 2 
IPMN 1 
SCN 1 
IPH 1 

手術症例数 
肝切除 生体肝移植 

肝 
焼
灼 

胆管切除
再建 

膵頭十二 
指腸切除 

膵体尾 
部切除 その他 計 葉切 

以上 区域 亜 
区域 

外側 
区域 部分 ドナー レシピエント 

肝細胞癌 5(2) 3 10(6) 1 16(10) - - 35(18) 

肝内胆管癌 1 1(1) 1 - - 2(1) 

転移性肝癌 1 2(1) 1(1) 1(1) 13(5) - - 18(8) 

その他の肝疾患 1 1(1) 1 - - 3(1) 

肝門部･上部胆管
癌 

4* 4* 1 5 

中･下部胆管癌 2 2 

胆嚢癌 1* 3*(1) 4* 1 6(1) 

乳頭部癌 6 6 

その他の胆道 
疾患 

2 40(35) 42(35) 

膵頭部癌 - - - - - - 8 3 11 

膵体尾部癌 - - - - - - 4 2 6 

その他の膵疾患 - - - - - - 3 2(1) 4 9(1) 

上記以外 1 2(2) 3(2) 

計 12(2)* 6(1) 11(7) 2(1) 34(18) 1 1 0 11* 20 6(1) 52(37) 148(67) 

我々は肝臓・胆道・膵臓領域の疾患、特に“悪性腫瘍”に対して、外科手術を中心とした治療を提供するために編成された専門チー
ムです。日本肝胆膵外科学会が定める“高度技能修練施設”、とくに高難度手術を年間50例以上こなす“認定施設A”として山口県唯
一の認定施設です。難治癌である胆道癌や膵臓癌に対する血管合併切除を伴う拡大手術はもとより、胆道再建を伴わない肝切除、
または膵臓の一部の疾患に対しては腹腔鏡を利用した縮小手術にも積極的に取り組んでいます。しかし肝胆膵領域の悪性腫瘍はす
べてが手術のみで根治を得られる訳ではないため、術後再発の可能性が高い所見が認められた場合、手術不能な再発が起こった場
合は、抗癌剤治療や放射線治療を適切に選択できる統合的医療の提供をいたします。当院における肝胆膵領域癌治療は、それぞれ
の領域において週１回内科・放射線科と合同カンファレンスを開催し、個々の患者さんに最適な治療を提供できるような体制を
とっています。 

() 腹腔鏡手術症例、＊重複あり 

肝疾患 99 
肝細胞癌 42 
転移性肝腫瘍 29 
肝内胆管癌 25 
PSC（肝移植） 1 
ドナー(肝移植） 1 
C型肝硬変(肝移植) 1 
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トピックス 
1月 肝移植術後管理フォーラムに参加しました（坂本、徳久、徳光） 

九州肝臓外科研究会に参加しました（坂本、徳久、徳光） 

2月 九州胆膵癌治療フォーラムに参加しました（上野、坂本） 

3月 「膵癌根治術後の肺転移の外科的切除の適応」に関する論文がJ Clin Gastroenterol誌に掲載されました（中島） 

山口県肝移植・周術期セミナーが開催、参加しました（全員） 

4月 大阪大学に生体肝移植を見学に行きました（坂本、徳光、松隈） 

大阪大学に施設見学に行きました（松隈） 

岩手医科大学に腹腔鏡下肝切除を見学に行きました（松隈） 

6月 坂本和彦医師が日本肝胆膵外科学会高度技能専門医に認定されました 

7月 日本移植学会リーダー養成研修コースに参加しました（坂本） 

山口膵胆道疾患研究会が開催、参加しました（全員） 

8月 肝臓内視鏡外科研究会ハンズオンセミナーに参加しました（松井、松隈、藤本） 

9月 上野富雄医師が川崎医科大学消化器外科学教室の教授に就任されました 

KHBO（関西肝胆道オンコロジーグループ）世話人会に出席、議題を提案しました（松井） 

Hepatocellular Carcinoma: Diagnosis and Treatment (第3版)に執筆しました（徳光） 

山口県肝疾患コーディネーター養成講習会で講演しました（坂本） 

10月 がん市民公開講座「肝がん」で講演しました（坂本） 

11月 16年ぶりに生体肝移植手術を再開しました（山口大学として5例目） 

「Calreticulinは膵癌幹細胞様細胞に高発現している」に関する論文がCancer Sci誌に掲載されました（松隈） 

「化学療法関連口内炎とTNFα遺伝子多型との関連」に関する論文がMol Clin Oncol誌に掲載されました（坂本） 

肝胆膵高難度外科手術（第2版）に執筆しました（坂本） 

4月 生体肝移植見学（山口大学病棟Nsと一緒に） 3月 山口県肝移植・周術期セミナー 
（大阪大学Dr、Ns、コーディネーターを招聘して） 

11月 生体肝移植 18 
坂本先生、高度技能専門医認定されました 



平成28年研究報告（平成28年12月31日現在） 

実施中の臨床試験 
  UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況 

肝 UMIN000019205 症例登録システムを用いた腹腔鏡下肝切除術の安全性に関する検
討 -前向き多施設共同研究- 

腹腔鏡下肝切除を予定され
た患者 肝臓内視鏡外科研究会 実施中 

UMIN000010691 肝細胞癌術後再発予防を目的としたHSP70mRNA導入樹状細胞療
法の第Ⅰ/Ⅱ相ランダム化比較臨床試験 肝細胞癌 山口大学 実施中 

膵 UMIN000010253 特許化した吻合補助器を用いた新規吻合法に関する臨床研究 膵頭十二指腸切除を施行さ
れる患者 山口大学 実施中 

UMIN000018763 膵全摘患者に対する前向き実態調査 膵全摘を施行された患者 近畿大学 実施中 

UMIN000023237 

膵体尾部切除での膵実質切断における脾静脈剥離-個別処理と脾静
脈同時切断の多施設共同無作為化比較第Ⅲ相試験 
COmbined resection versus Separated resection after 
MObilization of the Splenic vein during Distal 
Pancreatectomy;  
A multicenter, prospective, randomized phase III trial - 
COSMOS-DP trial – 

膵疾患（膵体尾部切除を予
定された患者） 和歌山県立医科大学 実施中 

なし 膵臓癌の診療向上のための分子遺伝学的および分子疫学的研究 膵癌 大阪大学 実施中 

  UMIN000016380 膵・消化管および肺・気管支・胸腺神経内分泌腫瘍の患者悉皆登
録研究（TRINET1332） 神経内分泌腫瘍 日本神経内分泌腫瘍研

究会 実施中 

終了した臨床試験 

申請中の臨床試験 
  UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況 

肝 なし 肝細胞癌に対する肝切除またはラジオ波焼灼療法施行後の再発治
療・長期予後に関する観察研究：SURF trial付随研究 肝細胞癌 東京大学 IRB申請中 

胆 なし 胆管内乳頭状腫瘍、粘液性嚢胞性腫瘍、乳頭型胆管癌の日韓合同
大規模データ集計への当科症例の資料提出  

胆管内乳頭状腫瘍、粘液性
嚢胞性腫瘍、乳頭型胆管癌 獨協医科大学 IRB申請中 

膵 UMIN000020978 浸潤性膵管癌切除後の残膵再発に対する再切除の意義の検討 膵癌 名古屋大学 IRB申請中 

なし Borderline resectable膵癌に対する治療成績についての後ろ向き
研究 膵癌 九州膵胆道癌治療研究会 IRB申請中 

なし 慢性膵炎による難治性疼痛に対する外科治療  施行症例の検討-多
施設共同後向き観察研究- 慢性膵炎 三重大学 IRB申請中 

なし 慢性膵炎に対する外科治療の実態調査と普及への課題解析 -多施
設共同後向き観察研究- 慢性膵炎 三重大学 IRB申請中 

  未 
切除可能境界膵癌に対するGemcitabine／nab-Paclitaxel併用療法
もしくはmFOLFIRINOXによる術前化学療法に関する多施設共同
前向き観察研究 

膵癌 山口大学 IRB申請中 

  UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況 

肝 なし HCCに対する系統的肝切除と非系統的肝切除の比較-日本-韓国の
肝胆膵外科共同研究 肝細胞癌 関西医科大学 終了 

胆 UMIN000009831 
FDG-PET陽性リンパ節転移を伴う切除可能胆道癌に対する術前ゲ
ムシタビン／シスプラチン／S-1併用術前化学療法(GCS療法)の
phaseII 試験(KHBO1201) 

胆道癌 KHBO 終了 

UMIN000009945 
肝葉切除を伴う胆道癌切除例に対するGemcitabine(GEM)または
S-1の術後補助化学療法の無作為化第II相比較試験（KHBO120８
試験） 

胆道癌（肝内胆管癌を含
む） KHBO 終了 

UMIN000017914 中部胆管癌に対するPDと胆管切除の比較 中部胆管癌 東北大学 終了 

膵 主施設登録中 膵頭十二指腸切除術における慢性肝障害の影響に関する研究 膵頭十二指腸切除を施行さ
れた患者 東京慈恵会医科大学 終了 
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乳腺・甲状腺・副甲状腺の悪性・良性疾患の外科手術および薬物療法などを、診断を含めて幅広く行っています。特に
乳癌センチネルリンパ節生検においては、3D CT-リンフォグラフィ、Real-time Virtual Sonography (RVS), ICGによ
るセンチネルリンパ節直接マーキング法といった当科オリジナルの方法で、センチネルリンパ節を高精度に同定してい
ます。さらに乳房温存手術において、乳腺部分切除後の欠損部に対する乳腺脂肪弁充填術式および部分切除補助器具
（商品名 リセクションガイド、特許取得済み）も新規考案し、良好な整容性が保たれています。また、当院では形成
外科専門医、乳腺専門医が備わっており、すべてのインプラントを考慮した乳房再建手術を保険診療で行うことが可能
です。今後は、山口県の乳腺外科および内分泌外科の若手専門医の教育・育成に力を注ぎたいと思います。 

入院患者数 

スタッフ 
山本 滋、前田訓子、佐藤陽子 

手術症例数 

乳腺疾患 168 

乳癌 133 

良性疾患 18 

マンモトーム検査 14 

その他 3 

甲状腺疾患 11 

甲状腺癌 2 

Basedow病 6 

良性腫瘍・その他 3 

副甲状腺疾患 0 

乳腺疾患 151 

乳癌に対する手術 133 

乳房切除術単独 10 

乳房切除術＋センチネルリンパ節生検 68 

乳房切除術＋腋窩リンパ節郭清 11 

乳房温存術単独 6 

乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 33 

乳房温存術＋腋窩リンパ節郭清 0 

皮下乳腺全摘+乳房再建 4 

悪性・その他 0 

良性・その他 18 

甲状腺・副甲状腺疾患 11 

甲状腺癌に対する手術 2 

甲状腺葉切除+頚部郭清 2 

甲状腺全摘＋頚部郭清 0 

甲状腺良性腫瘤 3 

Basedow病手術 6 

副甲状腺手術 0 
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平成28年研究報告（平成28年12月31日現在） 

トピックス 

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進捗状況 

000007166 A phaseⅡ study of a low dose every 3 
weeks Nab-paclitaxel for metastatic or 
recurrent breast cancer.  

転移・再発乳
癌 

山口大学 登録終了 

転移性乳癌におけるエリブリン・タキサン逐次
投与の有用性の検討 

転移乳癌 山口大学 IRB申請中 

000015780 乳がん術後上肢リンパ浮腫の検出に用いられる
非侵襲的検査値の術後変動の検討 

乳癌 山口大学 実施中 

000014952 FUSION 01study 乳癌 日本乳腺甲状
腺超音波医学
会 

実施中 

000000843 JBCRG-04 病理学的R1乳
癌 

JBCRG 登録終了 

000001090 NSAS BC-06 閉経後乳癌 NSAS 登録終了 

000002349 RESPECT HER2陽性乳癌 NSAS 登録終了 

000018202 HER2陽性の進行・再発乳癌に対するペルツズ
マブ再投与の有用性を検証する第III相臨床研
究－ ペルツズマブ再投与試験 －JBCRG-
M05(PRECIOUS)」 

HER2陽性乳癌 
 

JBCRG 実施中 
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2016.4月 第一外科から佐藤が、乳腺専門医取得のため2年間の予定で乳腺グループに加わりました。 
 
4月 日本外科学会定期学術集会で、山本、前田が発表しました 
  
5月 日本内分泌外科学会総会で、山本が発表しました 
 
6月 日本乳癌学会で、山本、前田が発表しました 
 
10月 日本乳癌学会中国四国地方会で、山本、前田、佐藤が発表しました。当科で開発した乳腺円状部分切
除器（商品名リセクションガイド）ブース展示を （株）東鋼に行っていただきました 
 
10月 日本癌治療学会で、山本が発表しました 
 
10月日本乳房オンコプラスティックサージェリー学会総会で、山本が発表しました 
 
12月日本臨床外科学会総会で、前田（ビデオシンポジウム）、佐藤が発表しました 



リセクションガイドを用いた手術風景 
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当科で開発した乳腺円状部分切除器（商品名リセクションガイド） 



2016年 業績報告 

吉田松陰誕生地（萩市） 
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postoperative bile leakage and hemorrhage  Work Shop 
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国内学会発表・司会 
第84回大腸癌研究会 1/15 熊本 
1. 井上由佳、硲 彰一、鈴木伸明、永野浩昭 当科における腹腔鏡下内肛門括約筋切除術（ISR）の検討 一般演題  
2. 鈴木伸明、末広 寛、硲 彰一、井上由佳、新藤芳太郎、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、岡山直子、

松本俊彦、山崎隆弘、永野浩昭 便検体を用いた長鎖断片DNA (Long DNA)による大腸癌スクリーニングの可能性  
 
第52回日本腹部救急医学会総会 3/3-3/4 東京 
1. 永野浩昭 要望演題5 消化器癌術後合併症（肝胆膵） 司会  
2. 上野富雄 一般演題25 小腸（その他） 司会  
3. 松隈 聰、上野富雄、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  70 年前から

保存していた硝酸を服毒した一例   一般演題  
4. 木村祐太、上野富雄、武田 茂、松井洋人、鈴木伸明、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  特異なCT所見を呈した

急性虫垂炎の一例   一般演題  
5. 井上由佳、上野富雄、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  横行結腸双口式人工肛門の脱出嵌頓

に対し腹腔鏡下に整復を行った一例   一般演題  
6. 西山光郎、徳久善弘、田中宏典、来嶋大樹、井上由佳、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  上

行結腸癌の穿破による腹壁膿瘍に対し2期的手術及びVAC療法にて加療した1例   一般演題  
7. 桑原太一、上野富雄、鈴木伸明、田中宏典、井上由佳、硲 彰一、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  直腸癌に伴う

フルニエ壊疽の1例   一般演題  
8. 徳久晃弘、上野富雄、松隈 聰、武田 茂、佐村 誠、上田晃志郎、森景則保、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、濱野公一、

永野浩昭 塩酸パパベリンおよびファスジル塩酸塩の持続動注が奏効した非閉塞性腸間膜虚血症の一例   一般演題  
 
第15回日本再生医療学会総会 3/17-3/19 大阪 
1. 藤本拓也、上野富雄、来嶋大樹、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  ブタ小腸粘膜下組織（small 

intestinal submucosa: SIS）を用いた消化管再生   一般演題  
 

第49回制癌剤適応研究会 3/25 福島 
1. 鈴木伸明、硲 彰一、井上由佳、新藤芳太郎、松井洋人、竹之内寛子、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、玉田耕治、

永野浩昭  大腸癌ペプチドワクチン療法におけるバイオマーカーの解析と新たな複合免疫療法の構築   シンポジウム  
 

第43回日本膵・膵島移植研究会 3/4-3/5 広島  
1. 永野浩昭 一般演題 膵臓 合併症 司会 

 
第88回日本胃癌学会総会 3/17-3/19 大分  
1. 吉野茂文 ポスター2-48  症例報告16 司会 
2. 飯田通久、吉野茂文、武田 茂、西山光郎、北原正博、兼清信介、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、硲 彰一、 

永野浩昭 幽門側胃切除術後残胃癌の臨床病理学的特徴と治療戦略   ポスター  
3. 吉野茂文、飯田通久、兼清信介、北原正博、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  腹腔鏡下胃全摘術D1+

郭清における胃挙上法による脾動脈近位部から左側腹腔動脈周囲リンパ節郭清の工夫   ビデオポスター 
 
第116回日本外科学会定期学術集会 4/14-4/16 大阪 
1. 永野浩昭  パネルディスカッション（11） 「進行肝癌（門脈内腫瘍栓，両葉多発）に対する治療戦略の最前線」 司会 
2. 硲 彰一  一般演題（48）「大腸 高齢者・予後」 司会 
3. 上野富雄、藤本拓也、来嶋大樹、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  小腸粘膜下組織（small intestinal 

submucosa：SIS）を用いた消化管再生医療 シンポジウム 
4. 前田訓子、吉村 清、西山光郎、北原正博、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、筒井理仁、山本 滋、永野浩昭  乳癌患者にお

けるTim-3 と Galectin-9 の発現と予後に関する検討   一般演題 
5. 田中宏典、硲 彰一、来嶋大樹、松隈 聰、北原正博、松井洋人、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、新藤芳太郎、徳久善弘、 

飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、橋本真一、坂井田功、永野浩昭  クローン病手
術症例における CT enterography の有用性   一般演題  
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6. 吉野茂文、飯田通久、西山光郎、北原正博、兼清信介、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、 
永野浩昭  進行胃癌に対する腹腔鏡補助下幽門側胃切除術 D2 郭清の短期および長期臨床成績   一般演題  

7. 鈴木伸明、硲 彰一、井上由佳、中島正夫、田中宏典、来嶋大樹、北原正博、新藤芳太郎、兼清信介、徳光幸生、 
徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  下部直腸癌側方リンパ節転移を伴う
症例に対する当科の治療戦略   一般演題  

8. 筒井理仁、山本 滋、前田訓子、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  HER2 陽性乳癌における PD 1 陽
性細胞と予後の関連   一般演題  

9. 硲 彰一、鈴木伸明、井上由佳、兼清信介、松井洋人、中島正夫、新藤芳太郎、来嶋大樹、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、
山本 滋、吉野茂文、杉浦史哲、奥野清隆、河上 裕、玉田耕治、間野博行、中村祐輔、永野浩昭  大腸がんペプチドワクチ
ン療法における負の免疫機構解明と新たな複合免疫療法の開発戦略   一般演題  

10. 松井洋人、硲 彰一、上野富雄、中島正夫、松隈 聰、徳光幸生、新藤芳太郎、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、 
武田 茂、山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 裕、永野浩昭 膵癌術後補助療法としての MUC1-CTL 療法の治療成績と 
免疫抑制細胞に関する検討   ポスターセッション  

11. 山本 滋、筒井理仁、前田訓子、西山光郎、北原正博、井上由佳、兼清信介、徳光幸生、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、 
硲 彰一、永野浩昭  乳癌センチネルリンパ節におけるソナゾイド造影超音波所見の検討   ポスターセッション  

12. 松隈 聰、坂本和彦、田辺昌寛、中尾 聖、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、新藤芳太郎、徳光幸生、徳久善弘、武田 茂、
上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、松永尚文、永野浩昭  EOB-MRI を用いた肝細胞癌の病理学的脈管侵襲の治療前
予測   ポスターセッション  

13. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、
硲 彰一、永野浩昭  当科における高度進行肝細胞癌に対する治療成績   ポスターセッション  

14. 北原正博、硲 彰一、鈴木伸明、田中宏典、井上由佳、兼清信介、新藤芳太郎、徳光幸生、筒井理仁、恒富亮一、飯田通久、
徳久善弘、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、飯塚徳男、永野浩昭 大腸癌患者における末梢血液中 cell free DNA 
integrity   ポスターセッション  

15. 西山光郎、武田 茂、北原正博、兼清信介、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 反回神経リンパ節術中迅速
病理診断に基づいた胸部中部，下部食道癌に対する至適リンパ節郭清の検討   ポスターセッション  

16. 武田 茂、吉野茂文、北原正博、西山光郎、兼清信介、飯田通久、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、永野浩昭 食道胃接合部癌
における至適リンパ切郭清の検討   ポスターセッション  

17. 藤原康弘、硲 彰一、井上由佳、竹之内寛子、中島正夫、新藤芳太郎、松井洋人、鈴木伸明、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、
山本 滋、吉野茂文、田中浩昭、杉浦史哲、奥野清隆、藤田知信、河上 裕、永野浩昭  進行再発大腸癌に対する化学療法
（FOLFOX）が免疫能におよぼす影響の検討   ポスターセッション  

18. 藤本拓也、吉野茂文、徳光幸生、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、硲 彰一、永野浩昭 高齢者手術における術後譫妄危険因子
と Sugammadex の譫妄予防効果の検討   ポスターセッション  

19. 飯田通久、吉野茂文、武田 茂、西山光郎、松井洋人、北原正博、兼清信介、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、 
山本 滋、硲 彰一、永野浩昭  腹腔鏡補助下幽門側胃切除術に内臓脂肪面積がおよぼす影響について ポスターセッション  

20. 千々松日香里、上野富雄、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、徳光幸生、飯田通久、徳久善弘、 
鈴木伸明、坂本和彦、山本 滋、武田茂、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  当科における膵神経内分泌腫瘍（PNET）の検討   
ポスターセッション  

21. 中島正夫、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、藤本拓也、武田 茂、上野富雄、山本 滋、
吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 完全鏡視下肝切除術に対するDifficulty scoring system の妥当性評価   ポスターセッション  

22. 徳久善弘、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、新藤芳太郎、松井洋人、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、
硲 彰一、永野浩昭  当科における高難度腹腔鏡下肝切除の手術成績   ポスターセッション  

23. 徳光幸生、坂本和彦、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、新藤芳太郎、松井洋人、徳久善弘、爲佐卓夫、武田 茂、上野富雄、
吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  ソフト凝固 2 台併用法による完全鏡視下肝 S7.8 部分切除   ポスターセッション  

24. 兼清信介、武田 茂、中島正夫、西山光郎、北原正博、前田訓子、飯田通久、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭   
胸部食道癌における SPARC 発現と臨床的意義の検討   ポスターセッション  

25. 井上由佳、硲 彰一、中島正夫、田中宏典、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、徳光幸生、鈴木伸明、坂本和彦、武田 茂、
上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  当科における StageII/III 大腸癌に対する腹腔鏡手術の長期成績   ポスター
セッション  

26. 来嶋大樹、硲 彰一、井上由佳、兼清信介、新藤芳太郎、徳光幸生、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  
高齢者大腸癌手術の安全性の検討   ポスターセッション  
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第102回日本消化器病学会総会 4/21-4/23 東京 
中尾光宏，上野富雄，吉野茂文，硲 彰一，岡 正朗 ブタ小腸粘膜下層（SIS）を用いた小腸再生の評価 口演 
 
第37回癌免疫外科研究会 5/12-5/13 埼玉  
1. 鈴木伸明 シンポジウム 1［主題Ⅰ］免疫抑制機構 司会  
2. 硲 彰一 ワークショップ 1 炎症・免疫・栄養 司会  
3. 永野浩昭 一般演題（口演）3 集学的治療 司会  
4. 硲 彰一、井上由佳、新藤芳太郎、兼清信介、鈴木伸明、松井洋人、中島正夫、竹之内寛子、坂本和彦、武田 茂、 

上野富雄、山本 滋、吉野茂文、杉浦史哲、奥野清隆、藤田知信、河上 裕、中村祐輔、永野浩昭  抗 EGFR 抗体による癌
局所へのリンパ球誘導と新規複合免疫療法の開発   シンポジウム  

5. 松井洋人、硲 彰一、中島正夫、松隈 聰、井上由佳、徳光幸生、新藤芳太郎、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、 
上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  肝細胞癌（HCC）に対する HSP70 mRNA 導入樹状細胞療法   ワークショップ  

6. 兼清信介、硲 彰一、竹之内寛子、井上由佳、松井洋人、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、杉浦史哲、
奥野清隆、河上 裕、伊東恭吾、永野浩昭  進行再発大腸癌に対するペプチドワクチン療法における抗ペプチド抗体の誘導と
予後解析   ワークショップ 

7. 鈴木伸明、硲 彰一、新藤芳太郎、竹之内寛子、中島正夫、井上由佳、松井洋人、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、田中浩明、
有賀 淳、石崎秀信、楳田祐三、島田光生、吉松和彦、奥野清隆、藤田知信、河上 裕、永野浩昭  切除不能・再発膵癌に対
する標準治療＋新規ペプチドワクチン療法第 I/II 相試験における効果予測バイオマーカーの探索   ワークショップ  

8. 井上由佳、硲 彰一、竹之内寛子、兼清信介、新藤芳太郎、飯田通久、鈴木伸明、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、 
山本 滋、吉野茂文、田村賢司、山口 類、井元清哉、宮野 悟、清谷一馬、中村祐輔、永野浩昭 切除不能進行大腸癌患者に
おける組織および血液中の T 細胞レパートリーの解析   一般演題（ポスター） 

9. 来嶋大樹、硲 彰一、恒富亮一、井上由佳、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、杉浦史哲、 
奥野清隆、河上 裕、永野浩昭  ペプチドワクチン療法効果予測バイオマーカーとしての血中新規 miR の探索   一般演題
（ポスター）  

10. 北原正博、硲 彰一、恒富亮一、中島正夫、田中宏典、来嶋大樹、井上由佳、松井洋人、兼清信介、飯田通久、 
鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、杉浦史哲、奥野清隆、河上 裕、永野浩昭 ペプチドワクチン療法効果
予測バイオマーカーとしての血中 cell-free DNA integrity   一般演題（ポスター）  

11. 田中宏典、硲 彰一、来嶋大樹、北原正博、松井洋人、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、新藤芳太郎、恒富亮一、徳久善弘、
飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、奥野清隆、河上 裕、永野浩昭  miRNA 発現解析に基づ
く大腸癌免疫療法の治療効果予測～Laser capture microdissection 法による癌細胞・間質細胞分離の応用～   一般演題
（ポスター）  

12. 吉野茂文、兼清信介、武田 茂、中島正夫、西山光郎、北原正博、前田訓子、飯田通久、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭   
食道癌における SPARC 発現と臨床的意義の検討   一般演題（ポスター）  

13. 中島正夫、吉野茂文、田中宏典、北原正博、来嶋大樹、井上由佳、松井洋人、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、 
上野富雄、硲彰一、永野浩昭 腫瘍周囲間質の SPARC 高発現は胃癌の予後良好因子である   一般演題（ポスター）  

 
第52回日本肝臓学会総会 5/19-5/20 千葉  
1. 永野浩昭 セッション55  肝癌・臨床 8   司会 
2. 徳光幸生、坂本和彦、中島正夫、松井洋人、松隈 聰、新藤芳太郎、徳久善弘、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、

飯塚徳男、和田浩志、後藤邦仁、江口英利、永野浩昭  肝細胞癌術後患者の予後予測システム MITS score の有用性の検証   
一般演題口演  
 

第70回手術手技研究会 5/21 東京  
1. 中島正夫、硲 彰一、鈴木伸明、井上由佳、兼清信介、新藤芳太郎、武田 茂、上野富雄、山本 滋、 

吉野茂文、永野浩昭  定型化された下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方リンパ節郭清術   サージカフォーラム  
2. 上野富雄、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、藤本拓也、鈴木伸明、武田 茂、

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  膵頭十二指腸切除術（PD）におけるエネルギーデバイスを用いた膵頭神経叢の切
離とそのポイント   サージカルフォーラム  

3. 徳光幸生、坂本和彦、松隈 聰、新藤芳太郎、松井洋人、徳久善弘、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  
ソフト凝固 2 台併用法による完全腹腔鏡下肝切除術とその治療成績   サージカルフォーラム  
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第28回日本内分泌外科学会総会 5/26-5/27 神奈川  
1. 山本 滋、筒井理仁、前田訓子、松本洋明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 肉眼的血尿を繰り返した甲

状腺癌腎転移の 1 例   ポスター  
 
第28回日本肝胆膵外科学会・学術集会 6/2-6/4 大阪  
1. 上野富雄 一般ポスター演題 47  胆道癌・その他1  司会 
2. 永野浩昭 国際ビデオシンポジウム 3  Surgical approach for HBP surgery; Major vessel resection and reconstruction in 

HBP surgery 司会 
3. 坂本和彦 一般ポスター演題 85  肝臓・悪性・術後合併症 司会 
4. 上野富雄、坂本和彦、徳久善弘、新藤芳太郎、松井洋人、徳光幸生、松隈 聰、藤本拓也、中島正夫、桑原太一、武田 茂、

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 当科における膵体尾部切除での膵液瘻防止のための工夫   ビデオセッション  
5. 徳光幸生、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、新藤芳太郎、松井洋人、徳久善弘、上野富雄、硲 彰一、

永野浩昭  ソフト凝固2台併用法による腹腔鏡下肝S7.8部分切除   ビデオセッション  
6. 徳久善弘、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、 新藤芳太郎、松井洋人、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  当科にお

ける門脈塞栓術症例の検討   要望演題（ポスター）  
7. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、桑原太一、 藤本拓也、松隈 聡、松井洋人、上野富雄、武田茂、吉野茂文、 

硲 彰一、永野浩昭  Cチューブによる肝切除後胆汁漏予防についての検討   要望演題（ポスター）  
8. 藤本拓也、上野富雄、新藤芳太郎、中島正夫、松井洋人、松隈 聰、徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、硲 彰一、永野浩昭  

肝内胆管重積結石に対する載石法の工夫   一般ポスター  
9. 松隈 聰、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、新藤芳太郎、徳光幸生、徳久善弘、上野富雄、硲彰一、永

野浩昭 当科における肝内胆管癌に対する外科治療の現状   一般ポスター  
10. 松井洋人、上野富雄、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、新藤芳太郎、徳光幸生、飯田通久、徳久善弘、鈴木伸明、

坂本和彦、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 膵癌における門脈合併切除例の検討   一般ポスター  
11. 中島正夫、坂本和彦、藤本拓也、松隈 聰、徳光幸生、松井洋人、新藤芳太郎、徳久善弘、桑原太一、武田 茂、上野富雄、  

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 Difficulty scoring systemは完全鏡視下肝切除術における出血量と手術時間の指標
となり得る   一般ポスター  

12. 桑原太一、坂本和彦、中島正夫、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、徳光幸生、徳久善弘、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  
肝門部胆管癌術後の挙上空腸静脈瘤出血に対するアプローチ   一般ポスター  

 
第38回日本癌局所療法研究会 6/10 東京  
1. 木村祐太、鈴木伸明、井上由佳、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  局所制御目的

に原発巣の拡大切除を行った切除不能進行 S 状結腸癌の 1 例   一般演題  
2. 藤原康弘、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、武田 茂、上野富雄、

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 肝原発 Mucosa associated lymphoid tissue（MALT）リンパ腫の 2 切除例   
一般演題  

3. 田中宏典、硲 彰一、桑原太一、松井洋人、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、新藤芳太郎、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、
鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、沖田朋子、吉本 聖、武藤正彦、永野浩昭  大臀筋付き後大腿皮弁で
再建した直腸癌によるフルニエ壊疽の 1例   一般演題  

4. 藤本拓也、上野富雄、坂本和彦、松井洋人、新藤芳太郎、中島正夫、松隈 聰、徳光幸生、徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、 
山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  GEM＋nabPTX による術前化学療法が奏効した Borderline resectable 膵癌の 
1 切除例   一般演題  

5. 西山光郎、武田 茂、北原正博、兼清信介、飯田通久、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  根治的化学放
射線療法で CR が得られた、皮下膿瘍を伴う異時性頸部食道癌の一例   一般演題  

6. 徳久晃弘、武田 茂、兼清信介、西山光郎、北原正博、飯田通久、坂本和彦、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永
野浩昭 術前確定診断が得られなかった食道粘膜下腫瘍に対して胸腔鏡下腫瘍核出術施行した1例   ポスター  

7. 桑原太一、徳久善弘、田中宏典、西山光郎、来嶋大樹、井上由佳、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  
広範な腹壁膿瘍を形成した上行結腸癌の1 例   ポスター  

8. 千々松日香里、松井洋人、吉野茂文、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、永野浩昭  分子標的薬と TAE 
により長期に腫瘍制御が得られた再発十二指腸 GIST の 1 例   ポスター  
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第41回日本外科系連合学会学術集会 6/15-17 大阪  
1. 徳久善弘、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、新藤芳太郎、松井洋人、武田 茂、上野富雄、山本 滋、 

吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 右葉切除後の門脈血栓症に対して肝円索アプローチによる血栓除去   ビデオワークショップ  
2. 田中宏典、硲 彰一、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、新藤芳太郎、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、

上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭 後方浸潤を伴う直腸癌に対する仙骨合併切除術   ビデオセッション 
3. 飯田通久、吉野茂文、武田 茂、西山光郎、北原正博、兼清信介、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、山本 滋、 

硲 彰一、永野浩昭 LADGにおける内臓脂肪面積の影響について   ポスター  
 
第24回 日本乳癌学会学術総会 6/16-6/18 東京  
1. 前田訓子、吉村 清、西山光郎、北原正博、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、筒井理仁、山本 滋、永野浩昭  乳癌微小環境

におけるTim-3とGalectin-9の発現と予後に関する検討   ポスター  
2. 松隈美和、古川又一、山本 滋、永野浩昭、松永尚文 肉芽腫性乳腺炎の2例－乳腺超音波、MRI 所見を中心に   ポスター  
3. 山本 滋、前田訓子、長島由紀子、前田和成、久保秀文、松井洋人、井上由佳、新藤芳太郎、筒井理仁、武田 茂、上野富雄、

吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 転移・再発乳癌に対する低用量アブラキサン療法の治療継続性の検討   ポスター 
 

第85回大腸癌研究会 7/1 大阪 
1. 井上由佳、鈴木伸明、硲 彰一、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  進行直腸癌に対する腹腔鏡下手術の成績  示説  
 
第52回日本肝癌研究会 7/1-7/2 東京  
1. 永野浩昭 ワークショップ 7 多発肝癌をどう治療するか？ 司会 
2. 徳光幸生、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、松隈 聰、徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、 

吉野茂文、硲 彰一、和田浩志、後藤邦仁、江口英利、友國 晃、小林省吾、永野浩昭  肝細胞癌術後患者の新規予後予測シ
ステム―MITS score―   パネルディスカッション  

3. 松井洋人、硲 彰一、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、徳光幸生、新藤芳太郎、飯田通久、徳久善弘、
鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭 肝細胞癌（HCC）に対する HSP70-mRNA 導入樹状細胞療法   一般
演題 （口演）  

4. 徳久善弘、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、新藤芳太郎、松井洋人、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、
硲彰一、永野浩昭 再肝切除症例に対する腹腔鏡下アプローチの妥当性   一般演題   （口演） 

5. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、松隈 聰、松井洋人、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、 
永野浩昭  当科における高度脈管侵襲を伴う肝細胞癌に対する治療成績   一般演題   （口演）  

6. 桑原太一、坂本和彦、上野富雄、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、鈴木伸明、
武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 経皮的ラジオ波焼灼療法術後 7 年目に再発した混合型肝癌の 1 例   一般演題
（ポスター）  

7. 藤本拓也、坂本和彦、上野富雄、桑原太一、中島正夫、松隈 聰、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、武田 茂、鈴木伸明、 
山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  細胆管細胞癌の 2 切除例   一般演題（ポスター）  

8. 松隈 聰、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、徳光幸生、飯田通久、徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、 
上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 多発肝癌（BCLC intermediate stage）に対する肝切除の意義と適応   ワーク
ショップ  

9. 中島正夫、坂本和彦、桑原太一、藤本拓也、松隈 聰、新藤芳太郎、松井洋人、兼清信介、徳光幸生、徳久善弘、鈴木伸明、
武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 SVR 後肝癌の臨床病理学的特徴および切除成績   一般演
題   （口演）  

 
第34回日本肝移植研究会 7/7-7/8 北海道  
1. 永野浩昭 教育講演2 分割肝移植の現況 11 司会 
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第70回日本食道学会学術集会 7/4/7/6 東京  
1. 吉野茂文、武田茂、兼清信介、西山光郎、北原正博、飯田通久、上野富雄、山本滋、硲彰一、永野浩昭 胸腔鏡下食道切除術にお

ける術中反回神経モニタリングの有用性   パネルディスカッション  
2. 北原正博、武田茂、吉野茂文、西山光郎、兼清信介、飯田通久、上野富雄、山本滋、硲彰一、永野浩昭 食道粘膜下腫瘍の治療戦

略   ワークショップ  
3. 武田茂、吉野茂文、西山光郎、北原正博、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、上野富雄、硲彰一、永野浩昭 胸部食道癌における周

術期チーム医療の導入についての検討   一般演題（ポスター）  
4. 西山光郎、武田茂、北原正博、兼清信介、飯田通久、上野富雄、山本滋、吉野茂文、硲彰一、永野浩昭 当科における食道癌術後

再発症例の検討   一般演題（ポスター）  
5. 兼清信介、武田茂、西山光郎、北原正博、飯田通久、上野富雄、山本滋、吉野茂文、硲彰一、永野浩昭 当科における特殊型食道

癌の治療～食道神経内分泌癌 6 例の検討～   一般演題（ポスター）  
 
第71回日本消化器外科学会総会 7/14-7/16 徳島  
1. 吉野茂文  ワークショップ3 消化器外科におけるERASの工夫  ワークショップ  司会 
2. 硲 彰一 ワークショップ 5 消化器外科領域における最新のトランスレーショナルリサーチ  ワークショップ  司会 
3. 永野浩昭 ワークショップ 19 Multidisciplinary treatment of advanced hepatocellular carcinoma with tumor thrombus  

ワークショップ  司会 
4. 井上由佳 一般演題（ポスター） 大腸：鏡視下手術 3 若手座長  
5. 坂本和彦 一般演題（ポスター） 膵臓：手術術式 2 モデュレーター 
6. 兼清信介 一般演題（ポスター） 食道：術後合併症 2 若手座長  
7. 吉野茂文、飯田通久、兼清信介、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、永野浩昭  幽門側胃切除術

後再建法としての hemi-double staplingmethod 500 例から見えてきた将来展望   ワークショップ  
8. 鈴木伸明、硲 彰一、松井洋人、新藤芳太郎、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、玉田耕治、永野浩昭  消化器外科領

域における次世代型がんペプチドワクチンの開発と展望   ワークショップ  
9. 恒富亮一、硲 彰一、岡山直子、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  Whole Exome Sequencing 解析によ

り同定された新たなイリノテカン副作用関連遺伝子多型   ワークショップ  
10. 飯田通久、吉野茂文、西山光郎、北原正博、兼清信介、武田 茂、上野富雄、山本滋、硲 彰一、永野浩昭  幽門側胃切除術後

進行残胃癌の臨床病理学的特徴とその治療戦略   ワークショップ  
11. 松井洋人、徳光幸生、新藤芳太郎、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  

Immunotherapy with HSP70 mRNA transfected dendritic cells for hepatocellular carcinoma.   ワークショップ  
12. 中島正夫、硲 彰一、鈴木伸明、井上由佳、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  下部進行直腸癌に対する定

型化された腹腔鏡下側方リンパ節郭清術～手技のポイントと短期成績～   一般演題（ビデオ）  
13. 北原正博、武田 茂、吉野茂文、西山光郎、兼清信介、飯田通久、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、永野浩昭  食道粘膜下腫瘍

の治療戦略   一般演題（ポスター）  
14. 井上由佳、硲 彰一、田中宏典、鈴木伸明、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  当科における腹

腔鏡下内肛門括約筋切除術 (ISR) の検討   一般演題（ポスター）  
15. 千々松日香里、井上由佳、硲 彰一、中島正夫、兼清信介、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  当科におけ

る Stage II, III 進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の長期成績   一般演題（ポスター）  
16. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聡、松井洋人、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  3cm 以下単発肝

細胞癌に対する傾向スコア解析を用いた術式別長期成績の検討   一般演題（ポスター）  
17. 松隈 聰、吉村 清、小賀厚徳、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、長岡慧、江口英利、伊藤浩史、永野浩昭  膵癌組織における 

Calreticulin の発現は切除可能膵癌の予後と関連している．   一般演題（ポスター）  
18. 徳久晃弘、武田 茂、兼清信介、西山光郎、北原正博、飯田通久、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 当科における食道

神経内分泌癌 6 例の検討   一般演題（ポスター）  
19. 田中宏典、硲 彰一、来嶋大樹、井上由佳、恒富亮一、飯田通久、鈴木伸明、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  miRNA 発現解析

に基づく大腸癌免疫療法の治療効果予測～LCM 法による癌細胞・間質細胞分離の応用～   一般演題（ポスター）  
20. 木村祐太、硲 彰一、井上由佳、兼清信介、中島正夫、新藤芳太郎、鈴木伸明、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  当科における

腹腔鏡下直腸前方切除術の工夫と縫合不全例の検討   一般演題（ポスター）  



36 

21. 藤本拓也、上野富雄、松井洋人、新藤芳太郎、徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  膵体尾部に限
局した膵腫瘍に対する至適リンパ節郭清の検討   一般演題（ポスター）  

22. 藤原康弘、武田 茂、松田憲昌、坂本和彦、鈴木伸明、若松弘也、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  消化器外科領域
における ICU 長期入室患者に関する検討   一般演題（ポスター）  

23. 武田 茂、吉野茂文、兼清信介、北原正博、西山光郎、飯田通久、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、永野浩昭  食道癌周術期リ
ハビリテーションの検討   一般演題（ポスター）  

24. 来嶋大樹、硲 彰一、恒富亮一、井上由佳、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  転移性・進行大
腸癌のワクチン療法における効果予測のバイオマーカーとしての血漿 miRNA の検討   一般演題（ポスター）  

25. 桑原太一、坂本和彦、新藤芳太郎、徳光幸生、徳久善弘、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 肝門部胆管癌術
後に生じた挙上空腸静脈瘤の破裂による消化管出血の 2 例   一般演題（ポスター）  

26. 上野富雄、藤本拓也、来嶋大樹、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  幹細胞と小腸組織工学による 
消化管再生医療とその臨床応用   一般演題（ポスター）  

27. 中須賀千代、林 秀知、山本常則、川本浩史、野田智宏、河村祐一郎、吉本裕紀、藤川貴久、田中 明  当科における成人腸重
積症手術 14 例の検討   一般演題（ポスター）  

 
第20回日本がん免疫学会総会 7/27-7/29 大阪  
1. 藤田知信、野路しのぶ、南雲春菜、岡本正人、桜井敏晴、中面哲也、松枝智子、伊東恭悟、竹之内寛子、硲 彰一、岡 正朗、 

河上 裕  がん免疫療法の血液バイオマーカー   ワークショップ  
2. 硲 彰一、鈴木伸明、友近 忍、井上由佳、松井洋人、田中宏典、中島正夫、永野浩昭  大腸がんペプチド療法における免疫病

態解析と次世代型がん複合免疫・ペプチド療法の構築と臨床展開   シンポジウム  
3. 狩野洋輔、井口貴博、松井洋人、安達圭志、佐古田幸美、宮川知也、土肥 俊、硲 彰一、永野浩昭、上山吉哉、玉田耕治 

poly(I:C) と LAG-3-Ig の併用アジュバントによる腫瘍特異的 T 細胞疲弊の阻害と抗腫瘍効果の検討   一般演題  
4. 松井洋人、硲 彰一、玉田耕治、宇高恵子、中島正夫、松隈 聰、井上由佳、徳光幸生、新藤芳太郎、徳久善弘、坂本和彦、 

鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  肝細胞癌（HCC）に対する HSP70-mRNA 導入樹状細胞療法と新規エピ
トープペプチドの探索   一般演題  

5. 田中宏典、硲 彰一、松井洋人、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、新藤芳太郎、恒富亮一、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、 
鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、奥野清隆、河上 裕、永野浩昭 miRNA 発現解析に基づく大腸癌免疫療法
の治療効果予測～ Laser capture microdissection 法による癌細胞・間質細胞分離の応用～   一般演題  

6. 中島正夫、硲 彰一、井上由佳、兼清信介、松井洋人、桑原太一、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、 
藤田知信、河上 祐、奥野清隆、永野浩昭  大腸癌ペプチドワクチン療法における治療効果予測マーカーの検討   一般演題  

7. 鈴木伸明、硲 彰一、新藤芳太郎、竹之内寛子、中島正夫、井上由佳、松井洋人、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、田中浩明、 
有賀 淳、石崎秀信、楳田祐三、島田光生、吉松和彦、奥野清隆、藤田知信、河上 裕、永野浩昭  バイオマーカーによる膵癌
ペプチド療法の効果予測   一般演題  
 

第14回日本臨床腫瘍学会学術集会 7/28-7/30 兵庫  
1. 吉野茂文、西村 拓、坂田晃一朗、吉田 晋、古谷卓三、河岡 徹、山本達人、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  切除不能・再

発胃癌に対する S-1 隔日投与＋レンチナン併用療法の第Ⅱ相臨床試験   一般口演  
2. 宮本真里子、久山彰一、國次葉月、園山好恵、佐々木秀法、吉野茂文、上岡 博  山口県における外来化学療法施行及び静脈穿

刺におけるアンケート結果   ポスター  
3. 塚原邦浩、長島由紀子、尾﨑誠一、隅田章弘、園山好恵、松久哲章、植松俊成、久山彰一、吉野茂文、上岡 博  外来化学療法

曝露対策に関するアンケート報告   ポスター  
 

平成28年度日本肝臓学会教育講演会（単独開催） 8/7 大阪  
1. 永野浩昭 セッション４  8．肝移植 111 教育講演  

 



第43回日本膵切研究会 8/19-8/20 東京  
1. 松井洋人、上野富雄、桑原太一、藤本拓也、松隈 聰、徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、 

永野浩昭  当科におけるBorderline  resectable  膵癌に対する術前ゲムシタビン+ナブパクリタキセル療法の経験  ポスター 
2. 藤本拓也、上野富雄、坂本和彦、松井洋人、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、 

永野浩昭  膵尾部に限局した膵腫瘍に対する至適リンパ節郭清の検討   ポスター  
 
第44回日本臨床免疫学会総会 9/8-9/10 東京  
1. 硲 彰一、玉田耕治、奥野清隆、間野博行、宇高恵子、河上 裕、永野浩昭  抑制性免疫の解析によるその制御法や有効例選

択バイオマーカーの探索と変異遺伝子を標的とする複合がん免疫療法の開発   シンポジウム  
 

第27回日本消化器癌発生学会総会 9/15-9/16 鹿児島  
1. 永野浩昭  一般演題 口演5 肝・胆道・膵② 司会 
2. 恒富亮一、松隈 聰、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、 

永野浩昭  肝転移能亢進を示す癌幹細胞様細胞におけるCD44 isoformsの発現   企画関連口演  
3. 松隈 聰、吉村 清、小賀厚徳、井上萌子、倉増敦朗、布施雅規、渡邊裕策、恒富亮一、長岡 慧、江口英利、松井洋人、 

徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、近藤智子、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、伊藤浩史、永野浩昭  膵癌幹細胞様細胞に高発
現する分子の同定と同分子の臨床的意義に関する検討   一般演題  

4. 飯田通久、恒富亮一、田中宏典、兼清信介、徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、硲 彰一、吉野茂文、永野浩昭   
癌間質におけるmiR221およびmiR222過剰発現は大腸癌の悪性度と相関する   一般演題  
 

第11回肝癌治療シミュレーション研究会 9/17 大阪  
1. 永野浩昭  一般演題2 肝静脈と前区域 司会 
2. 徳久善弘、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聡、中島正夫、松井洋人、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、 

吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 当科における門脈塞栓術症例の検討   一般演題  
 

第52回日本移植学会総会 9/29-10/1 東京  
1. 永野浩昭 SNUC-LTプログラム共催臓器別ワークショップ6 肝；C型肝炎についてup to date  司会 

 
第4回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 10/6-10/7 千葉  
1. 山本 滋、佐藤陽子、前田訓子、筒井理仁、藤本拓也、田中宏典、西山光郎、松井洋人、北原正博、井上由佳、長島由紀子、

久保秀文、永野浩昭  乳房温存手術に用いる乳腺円状部分切除補助器具の使用経験   一般口演  
 

第75回日本癌学会学術総会 10/6-10/8 神奈川  
1. 永野浩昭  Japanese Oral Sessions がん幹細胞 (1) 司会  
2. 硲 彰一 ポスターセッション 免疫療法 (1) 司会  
3. 恒富亮一、松隈 聰、兼清信介、吉村 清、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  肝細胞癌幹細

胞様Sphere細胞における転移能亢進及びCD44 アイソフォーム発現   一般口演英語セッション  
4. 松隈 聰、吉村 清、上野富雄、小賀厚徳、井上萌子、倉増敦朗、布施雅規、恒富亮一、江口英利、松井洋人、吉野茂文、 

硲彰一、永野浩昭 Calreticulinは膵癌幹細胞様細胞に高発現し、膵癌患者の予後不良因子である   一般口演日本語セッショ
ン  

5. 硲 彰一、恒富亮一、田中宏典、兼清信介、中島正夫、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭 
Liquid biomarkers for immunotherapy: results from the analysis of phase II study of immune-chemotherapy 
against mCRC   一般口演英語セッション  

6. 飯田通久、硲 彰一、恒富亮一、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  癌間質におけるmiR221 および
miR222の過剰発現は大腸癌の悪性度と相関する   ポスターセッション  
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第54回日本癌治療学会学術集会 10/20-10/22 神奈川  
1. 永野浩昭  ワークショップ 40 胆道 2： 胆道がんの手術療法 司会 
2. 山本 滋、佐藤陽子、筒井理仁、前田訓子、藤本拓也、田中宏典、西山光郎、松井洋人、北原正博、井上由佳、長島由紀子、

久保秀文、永野浩昭  乳癌の乳房温存手術に用いる乳腺円状部分切除補助器具の開発   ワークショップ  
3. 吉野茂文、西村 拓、坂田晃一朗、吉田 晋、古谷卓三、山本達人、河岡 徹、清水良一、森岡秀之、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  切除不能・再発胃癌に対するS-1隔日投与+レンチナン併用療法の第Ⅱ相臨床試
験   ポスター  

4. 永野浩昭、和田浩志、坂本和彦、江口英利 Surgical treatment for advanced hepatocellular carcinoma with inferior 
vena cava tumor thrombus   インターナショナルセッション  

5. 硲 彰一、来嶋大樹、恒富亮一、飯田道久、田中宏典、井上由佳、兼清信介、中島正夫、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、 
上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  大腸癌ペプチド療法の効果を予測するバイオマーカーとしての末梢血マイクロ
RNAの役割   ミニシンポジウム  
 

第１回日本臨床免疫腫瘍再生細胞療法（IOC)研究会 10/20 神奈川  
1. 硲 彰一  免疫療法 特別講演 
 
がん撲滅サミット2016 10/22 神奈川  
1. 硲 彰一  「がん撲滅への期待！」において免疫治療等に関する解説・回答 座長 
 
第46回胃外科・術後障害研究会 10/27-10/28 鳥取  
1. 飯田通久、武田 茂、西山光郎、北原正博、兼清信介、上野富雄、山本 滋、硲彰一、吉野茂文、永野浩昭  当科における高

齢者胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の成績   要望演題  
 

JDDW2016第24回日本消化器関連学会週間 11/3-11/6 兵庫  
1. 永野浩昭  デジタルポスターセッション(肝臓学会) 肝再生・基礎研究1 司会 
2. 硲 彰一  デジタルポスターセッション(消化器外科学会) 大腸12  司会 
3. 飯田通久、硲 彰一、永野浩昭 癌間質でのmiR221およびmiR222の過剰発現は大腸癌の悪性度と相関する  ワークショップ  
4. 永野浩昭  特別発言   ワークショップ  
5. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、北原正博、西山光郎、徳久義弘、鈴木伸明、坂本和彦、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、 

永野浩昭  食道胃接合部癌の外科的治療戦略   デジタルポスターセッション  
6. 兼清信介、武田 茂、西山光郎、北原正博、飯田通久、鈴木伸明、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  食

道癌術中反回神経モニタリングの有用性   デジタルポスターセッション  
7. 松隈 聰、坂本和彦、田辺昌寛、中尾 聖、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、新藤芳太郎、徳光幸生、飯田通久、

徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、松永尚文、永野浩昭  MRIを用いた肝細胞癌の病理学的脈
管侵襲の治療前予測   デジタルポスターセッション 

8. 徳光幸生、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、新藤芳太郎、松井洋人、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、
武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 ソフト凝固2台併用法による腹腔鏡下肝切除術   デジタルポスター
セッション  

9. 恒富亮一、硲 彰一、岡山直子、井上由佳、鈴木伸明、坂本和彦、飯田通久、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭 
Whole Exome Sequencing解析によって見いだされたイリノテカン副作用バイオマーカー   デジタルポスターセッション  

10. 徳久善弘、石川 剛、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、松井洋人、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、 
吉野茂文、硲 彰一、坂井田功、永野浩昭  当院における脾臓摘出術と部分的脾動脈塞栓術（PSE）の検討   デジタルポス
ターセッション  

11. 鈴木伸明、硲 彰一、井上由佳、中島正夫、田中宏典、来嶋大樹、兼清信介、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、 
武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  腹腔鏡下脾弯部横行結腸癌手術における剥離ラインとリンパ節郭清範
囲の定型化   デジタルポスターセッション  

12. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、飯田通久、武田 茂、上野富雄、
山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  肝切除術後に穿刺ドレナージを必要とした腹腔内液体貯留症例の検討  デジタル
ポスターセッション  

13. 吉野茂文、飯田通久、兼清信介、北原正博、西山光郎、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  腹腔鏡下胃全
摘術における内側アプローチによる先行胃上部郭清の定型化   デジタルポスターセッション 
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第71回日本大腸肛門病学会学術集会 11/18-11/9 三重  
1. 硲 彰一 一般演題（口演）８ 直腸癌 鏡視下手術２  司会 
2. 硲 彰一、鈴木伸明、友近 忍、井上由佳、田中宏典、兼清信介、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、 

上野富雄、山本 滋、吉野茂文、吉永榮一、永野浩昭  大腸がんにおける負の免疫病態解析に基づく次世代型複合がん免疫療
法の開発   ワークショップ  

3. 田中宏典、鈴木伸明、友近 忍、井上由佳、中島正夫、北原正博、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、新藤芳太郎、徳久善弘、
飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉永榮一、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  StageⅡ結腸癌における
再発リスク因子の検討   要望演題  

4. 鈴木伸明、井上由佳、友近 忍、田中宏典、中島正夫、関矢まり、桑原太一、兼清信介、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、 
坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉永榮一、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側
方リンパ節郭清術   一般演題（口演）  

5. 友近 忍、鈴木伸明、田中宏典、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、 
山本 滋、吉野茂文、橋本真一、坂井田功、吉永榮一、硲 彰一、永野浩昭 クローン病手術症例における術前評価としての
CT enterography の有用性の検討   一般演題（口演）  

6. 井上由佳、鈴木伸明、田中宏典、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、 
吉永榮一、永野浩昭  当科における腹腔鏡下内肛門括約筋切除術 （ISR) の検討   一般演題（ポスター）  

 
第10回肝臓内視鏡外科研究会 11/23 東京  
1. 永野浩昭  シンポジウム2 肝細胞癌に対する腹腔鏡下肝切除の適応 司会 
2. 徳久善弘、坂本和彦、中島正夫、松井洋人、松隈 聰、徳光幸生、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭  肝細胞癌に対

する腹腔鏡下肝切除の手術成績   シンポジウム 
3. 徳光幸生、坂本和彦、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭  当科における

肝S7.8 病変に対する腹腔鏡下肝部分切除のアプローチ法の工夫   シンポジウム関連 
4. 松隈 聰、坂本和彦、徳光幸生、徳久善弘、松井洋人、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  結腸・直腸癌肝転移に対

する腹腔鏡下肝切除の検討   一般演題（口演）  
5. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、武田 茂、上野富雄、永野浩昭  安全性を考慮

した腹腔鏡下肝切除の導入   一般演題（口演）  
6. 藤本拓也、坂本和彦、松井洋人、松隈 聰、徳光幸生、徳久善弘、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭  膵体尾部に限

局した腫瘍に対する至的リンパ節郭清の検討 ～悪性疾患に対する L-DP を安全に導入するために～   一般演題     
7. 松井洋人、坂本和彦、上野富雄、徳久善弘、徳光幸生、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  当科における

腹腔鏡下膵切除術の検討   一般演題     
 
第8回膵臓内視鏡外科研究会 11/23 東京  
1. 永野浩昭  一般演題⑥ 安全性への取り組み（LDP） 司会 
 
第78回日本臨床外科学会総会 11/24-11/26 東京  
1. 永野浩昭  主題関連演題 安全・正確な肝離断のための工夫２ 司会 
2. 硲彰一  一般演題 大腸：虫垂２ 司会  
3. 吉野茂文  LS-03 あなたは良好な視野で鏡視下手術をしていますか？   学術セミナー  
4. 飯田通久、武田 茂、西山光郎、北原正博、兼清信介、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、 

吉野茂文、永野浩昭  当科における幽門側胃切除術後残胃癌に対する治療戦略   パネルディスカッション  
5. 兼清信介、武田  茂、飯田通久、西山光郎、北原正博、徳光幸生、徳久善弘、鈴木伸明、上野富雄、山本  滋、 

吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 当科における高齢者食道癌手術症例の現状   ワークショップ  
6. 徳久善弘、坂本和彦、中島正夫、松井洋人、松隈 聰、徳光幸生、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、 

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  当院における超高齢者に対する肝細胞癌の治療成績   ワークショップ  
7. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、 

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 胆嚢牽引法による前区域Glisson アプローチからのS８亜区域切除   ビデオワー
クショップ  

8. 前田訓子、山本 滋、関矢まり、中須賀千代、佐藤陽子、西山光郎、北原正博、井上由佳、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、
長島由紀子、久保秀文、永野浩昭  乳腺円状部分切除補助器具ならびに簡便な切除欠損部補填の手技を用いた 乳房温存手術   
ビデオワークショップ  
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9. 鈴木伸明、友近 忍、井上由佳、田中宏典、中島正夫、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、 
山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  当科における下部直腸癌に対するランドマークを意識した側方郭清の定型化   
主題関連演題  

10. 徳光幸生、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上
野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  当科におけるソフト凝固２台併用法を用いた鏡視下肝離断の工夫   主題関連演題  

11. 友近 忍、鈴木伸明、田中宏典、井上由佳、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、 
山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  超高齢者に対する大腸癌腹腔鏡手術の検討   主題関連演題  

12. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、北原正博、西山光郎、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、 
硲 彰一、永野浩昭 当科におけるリンパ節転移からみた食道胃接合部癌の治療方針   主題関連演題  

13. 佐藤陽子、山本 滋、前田訓子、関矢まり、中須賀千代、西山光郎、北原正博、井上由佳、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、
長島由紀子、久保秀文、永野浩昭  当院におけるトラスツズマブエムタンシン（T－DM１）の使用経験   ポスター  
 

第29回日本外科感染症学会総会学術集会 11/30-12/1 東京  
1. 武田 茂、真弓俊彦、岡 正朗、北川雄光、小西敏郎、福島亮治、小林美奈子、竹末芳生  消化管手術における術後予防抗菌

薬   シンポジウム  
2. 坂本和彦  当科における肝切除の周術期感染対策   スポンサードシンポジウム  
3. 坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聡、松井洋人、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、 

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 肝切除においてドレーンは必要か？   一般口演  
4. 武田 茂、兼清信介、北原正博、西山光郎、松隈 聡、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、 

硲 彰一、永野浩昭  食道癌術前化学療法の感染性合併症についての検討   一般口演  
5. 松隈 聰、上野富雄、坂本和彦、武田 茂、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、 

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  監視培養を用いた膵頭十二指腸切除における周術期感染症予防   一般口演  
 
第29回日本バイオセラピィ学会学術集会総会  12/2-12/2 福岡  
1. 硲 彰一  ワークショップ１ がん免疫療法効果増強のための工夫 司会  
2. 吉野茂文  一般演題４ 予後因子、診断  司会 
3. 吉野茂文、西川和宏、森田智視、高橋 剛、坂田晃一朗、根本 洋、村上 望、長谷川博康、清水良一、坂本純一、佐治重豊、

岡正朗  進行・再発胃癌に対する S-1単独療法 / S-1＋レンチナン併用療法による第Ⅲ相試験    シンポジウム  
4. 兼清信介、硲 彰一、松井洋人、鈴木伸明、中島正夫、井上由佳、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、 

武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、玉田耕治、永野浩昭  消化器がん・乳がんに対する新規がんペプチドワクチン療
法の開発   ワークショップ  

5. 松井洋人、硲 彰一、中島正夫、松隈 聡、井上由佳、兼清信介、徳光幸生、新藤芳太郎、恒富亮一、友近 忍、飯田通久、
徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、山本滋、上野富雄、吉野茂文、永野浩昭  肝細胞癌（HCC)に対する術後補助療
法としての HSP70-mRNA 導入樹状細胞療法Ⅰ/Ⅱ相試験   一般演題   

6. 友近 忍、井上由佳、硲 彰一、鈴木伸明、田中宏典、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、 
上野富雄、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  ADCC活性並びに immunogenic cell death を介した抗EGFR抗体の免疫的作用
機序の病理学的検討   一般演題 

7. 中島正夫、硲 彰一、鈴木伸明、井上由佳、兼清信介、松井洋人、桑原太一、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、 
藤田知信、河上 祐、永野浩昭  大腸癌ペプチドワクチン療法における治療効果予測マーカーの検討   ワークショップ  

8. 鈴木伸明、硲 彰一、竹之内寛子、中島正夫、田中宏典、北原正博、松井洋人、兼清信介、友近 忍、武田 茂、上野富雄、
吉野茂文、田中浩明、有賀 淳、石崎秀信、吉松和彦、奥野清隆、藤田知信、河上 裕、永野浩昭  進行膵癌に対するペプチ
ドワクチン療法における免疫学的バイオマーカー探索   ワークショップ  

9. 桑原太一、硲 彰一、中島正夫、井上由佳、松井洋人、鈴木伸明、友近 忍、兼清信介、徳光幸生、坂本和彦、飯田通久、 
徳久善弘、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 裕、永野浩昭  大腸癌治癒切除後の予後に関するが
ん局所における免疫学的因子の検討   一般演題   

10. 田中宏典、硲 彰一、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、飯田通久、恒富亮一、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、 
武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、藤田浩司、黒田雅彦、奥野清隆、河上 裕、永野浩昭  大腸がんワクチン療法に
おける miR-125b-1、miR-378a の治療効果予測マーカーとしての有用性～ Laser capture microdissection 法による癌細
胞・間質細胞分離の応用～   一般演題   
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11. 北原正博、硲 彰一、恒富亮一、井上由佳、松井洋人、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、 
鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、杉浦史哲、奥野清隆、河上 裕、永野浩昭  免疫療法効果予測バイ
オマーカーとしての末梢血中 cell-free DNA integrity   一般演題  

12. 川村純一郎、杉浦史哲、吉岡康多、肥田仁一、硲 彰一、奥野清隆  StageⅢ 大腸癌根治術後患者に対するUFT/UZEL 併用
ペプチドワクチン療法の臨床的有効性と安全性の検討   ワークショップ  

13. 硲 彰一、鈴木伸明、井上由佳、友近 忍、兼清信介、松井洋人、田中宏典、中島正夫、桑原太一、徳光幸生、坂本和彦、 
武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 祐、奥野清隆、玉田耕治、永野浩昭  がんの微小環境制御を
目的とした複合免疫療法第Ⅰ相試験   ワークショップ  

 

第5回日本免疫・細胞治療学会学術集会 12/3 東京  

1. 硲彰一 免疫チェックポイントを含む負の免疫制御によるがん複合免疫・ペプチド療法の構築と臨床展開  特別講演 

 

第29回日本内視鏡外科学会総会 12/8-12/10 神奈川  

1. 吉野茂文 一般演題222 Roux-en Y法  再建１  司会 

2. 友近 忍、鈴木伸明、田中宏典、井上由佳、徳光幸生、兼清信介 、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、 
山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  術後排便機能から見た完全直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定術の検討   ワーク
ショップ  

3. 鈴木伸明 、友近 忍、井上由佳、田中宏典、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、上野富雄、山本 滋、吉野茂文、 
硲 彰一、永野浩昭  副中結腸動脈を栄養血管とした脾弯部結腸癌における剥離ラインとリンパ節郭清術   一般演題   

4. 吉野茂文、武田 茂、飯田通久、兼清信介、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭  腹腔鏡下幽門側胃切除後
再建における circular  stapler を用いた hemidouble stapling method の利点と欠点   一般演題   

5. 硲 彰一、鈴木伸明、友近 忍、井上由佳、田中宏典、中島正夫、兼清信介、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、 
武田 茂、山本 滋、吉野茂文、永野浩昭  定型化した下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方リンパ節郭清術   一般演題  
松隈 聰、坂本和彦、徳光幸生、徳久善弘、松井洋人、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、山本 滋、 
吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  大腸癌肝転移に対する腹腔鏡下肝切除の検討   一般演題   

6. 飯田通久、武田 茂、西山光郎、北原正博、兼清信介、坂本和彦、鈴木伸明、上野富雄、山本 滋、硲 彰一、吉野茂文、 
永野浩昭  高齢者胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の成績   一般演題   

7. 徳光幸生、坂本和彦、桑原太一、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、 
上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭  ドーム下病変に対する腹腔鏡下肝切除におけるアプローチの工夫   デジタルポ
スター  
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研究費取得状況 

種別 事業名 研究者名 代表・分担 交付額 研究課題名 

科研費 基盤研究(C) 坂本和彦 代表 1,200,000  サイトカイン遺伝子多型に基づいた化学療法副作用の予測システムの 
開発 

科研費 基盤研究(C) 吉野茂文 代表 1,300,000  バイオマーカーによる胃癌化学療法の効果予測―SPARCの発現および多
型による検討 

科研費 基盤研究(C) 武田 茂 代表 1,300,000  Diamine Oxidase(DAO)の遺伝子多型と化学療法の消化管毒性 

科研費 基盤研究(C) 恒富亮一 代表 
 1,300,000  肝細胞癌転移抑制に向けた、癌幹細胞特性を示す独自誘導Shere細胞の

標的分子解析 

科研費 基盤研究(C) 永野浩昭 代表 900,000  形質転換と階層的複製能よりみた治療抵抗性肝癌に対する個別化治療に
ついての研究 

科研費 基盤研究(C) 永野浩昭 分担 130,000 癌細胞由来エクソソームによる腫瘍血管新生および浸潤転移機構の解明 

科研費 基盤研究(C) 永野浩昭 分担 130,000 膵癌幹細胞におけるc-mycネットワークの発現意義の解明と新規治療標
的分子の探索 

科研費 基盤研究(S) 永野浩昭 分担 1,950,000 包括的統合的アプローチによる日本人早期膵癌の高精度診断の具現化 

厚労科研 感染症実用化 
研究 永野浩昭 分担 1,500,000 モデル動物等を用いたHCV感染病態と関連する 

宿主・ウイルス因子の解析解析と新規治療法の開発に関する研究 

厚労科研 
 

感染症実用化 
研究 

 
永野浩昭 分担 100,000 多施設共同研究による肝移植後肝炎ウイルス新規治療の確立と標準化 

AMED 永野浩昭 分担 800,000 既存の診療情報と一体的に運用可能な症例登録システムの構築とアウト
カム指標等の分析・利活用に関する研究 

科研費 若手研究(B) 前田訓子 代表 1,600,000  乳癌におけるGalectin-9/Tim-3の発現と臨床病理学的因子の検討 

科研費 若手研究(B) 井上由佳 代表 1,200,000  Cetuximab加療後大腸癌のNGSを用いた腫瘍浸潤リンパ球のTCR解析 
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業績その他 
2016 メディア 
1. 朝日新聞 2016年3月26日    ちゅうごくライフ 難治がんに新治療法 抗がん剤効かない/手術できない  硲 彰一 
2. 宇部日報 2016年4月20日  山大医学部 看板掲げ、新設祝う 「先端がん治療開発学」  硲 彰一 永野浩昭 
3. 宇部日報 2016年4月1日  基礎研究から臨床応用まで一体的に 山口大医学部「先端がん治療」講座を新設  硲 彰一 
4. 読売新聞    2016年5月31日  再生医療③ 九州・山口の現場から 切除した小腸・体内で修復  上野富雄 
5. 文藝春秋        2016年8月18日  有力医師が推薦する、がん手術の名医107人   永野浩昭 
6. 読売新聞    2016年9月4日      外・内科連携 治療法選択  永野浩昭 
7. 読売新聞    2016年11月6日  再発リスク、遺伝子検査で  山本 滋 
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 Clinical and Research Conference  
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時間 全体進行係：鈴木 伸明 

8:00～8:40 1.各診療グループ報告 司会：武田 茂 
・上部消化管グループ 吉野 茂文 
・下部消化管グループ 硲 彰一 
・肝胆膵グループ 上野 富雄 
・乳腺内分泌グループ 山本 滋 

8:40～15:30 2.研究者発表会議 午前司会：吉野 茂文 
午後司会：硲 彰一 

中島 正夫 ①Novel immunotherapy against colon cancer using Chimeric Antigen Receptor T 
cell (CART) 
②High SPARC expression of stromal cells surrounding the cancer cells is 
associated with a lower recurrence rate and better survival in patients with 
resectable gastric cancer 

藤本 拓也 ① Analysis of microRNAs in patients with advanced HCC who have received 
immunotherapy using dendritic cells transfected with HSP70mRNA 
② Analysis of human small intestinal submucosa(SIS) 

西山 光郎 ① Cancer Stem-like Sphere Cells Induced from De-differentiated Hepatocellular 
Carcinoma-derived Cell lines Exerts Liver Metastatic Potential  
② Induction of squamous cancer stem-like cells from cell lines of esophageal 
cancer 

田中 宏典 miR-125b and miR-378a are possible predictive biomarkers for the efficacy of the 
vaccine treatment for colorectal cancer 

来嶋 大樹 Predictive biomarkers for the efficacy of vaccine treatment for colorectal cancer 

松隈 聰 Calreticulin is highly expressed in pancreatic cancer stem like cells and related to 
the poor prognosis of pancreatic cancer patients. 

北原 正博 Prediction of susceptibility to anticancer agents by measuring the integrity of cell-
free DNA circulating in the blood in patients with colorectal cancer 

井上 由佳 TCR Sequencing of Advanced Colorectal Cancer Patients Receiving anti - EGFR 
antibody. 

兼清 信介 Clinical Significance of Secreted Protein Acid and Rich in Cystein(SPARC) in 
Esophageal Cancer 

松井 洋人 Adjuvant Immunotherapy using dendritic cells transfected with HSP70mRNA 
following curative hepatectomy of hepatocellular carcinoma : phaseⅠ/ Ⅱ study 

  新藤 芳太郎 Biomarkers for cancer immunotherapy 

筒井 理仁 Expression of programmed death ligand 1 (PD-L1) and programmed death 1 (PD-
1) in HER2-positive breast cancer patients. 

吉野 茂文 Clinical trial of gastric cancer 

徳光 幸生 Development of an individualizing predictive system for outcome of patient with 
hepatocellular carcinoma after curative hepatectomy 

前田 訓子 Analysis of Tumor Immune Evasion of T cell immunoglobulin mucin-3 (Tim-3) 
/Galectin-9 interaction in Breast Cancer 

恒富 亮一 Cancer stem-like sphere cells from HCC cell lines & genome wide analysis for 
clinical application 

飯田 通久 Overexpression of miR221/222 in cancer stroma are associated with malignant 
potentials in colorectal cancer. 

坂本 和彦 Laparoscopic hepatectomy attenuates postoperative systemic responses 
鈴木 伸明 The report of VENUS-PC study 
武田 茂 Evaluation of the postoperative nutritional status in esophageal cancer patients 
上野 富雄 Clinical Application of Duct Penetrating Method 
山本 滋 Contrast-enhanced ultrasonography in diagnosis of sentinel node metastasis in 

breast cancer patients 
硲 彰一 Immunotherapy in our department---Past, present, and future perspective--- 
千々松 日香里 

業績・目標報告 
徳久 晃弘 
木村 祐太 
桑原 太一 
藤原 康弘 

15:30～15:50 3.教室運営方針と体制 永野 浩昭 教授 

15:50～16:00 4.総括 永野 浩昭 教授 

2016.1.16 
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2016.7.23 
時間 全体進行係：鈴木 伸明 
7:30～13:30 1.研究者発表会議 午前司会：山本 滋 

午後司会：武田 茂 

  藤原康弘 
①The relationship between the expression of NQO-1 and the outcome of 
pancreatic cancer patients 
②Analysis about Cathepsin B and Annexin A2 which are highly expressed in 
pancreatic cancer stem like cells 

  桑原 太一 Verification of efficacious adjuvants for CTL-induction using HLA-A24 mouse 
with HSP70 derived peptide 

中島 正夫 

①Immunotherapy against colon cancer using novel Chimeric Antigen Receptor T 
cell (CART) 
②High SPARC expression of stromal cells surrounding the cancer cells is 
associated with a lower recurrence rate and  
better survival in patients with resectable gastric cancer 

藤本 拓也 

①Analysis of the immune checkpoints expression in Pancreatic cancer stem like 
cells（P-CSLCs） 
②Analysis of microRNAs in patients with advanced HCC who have received 
immunotherapy using dendritic cells transfected  
with HSP70mRNA 

西山 光郎 

①Cancer Stem-like Sphere Cells Induced from De-differentiated Hepatocellular 
Carcinoma-derived Cell lines Exerts Liver  
Metastatic Potential  
②Induction of squamous cancer stem-like cells from cell lines of esophageal 
cancer 

田中 宏典 miR-125b and miR-378a are possible predictive biomarkers for the efficacy of the 
vaccine treatment for colorectal cancer 

松隈 聰 Calreticulin is highly expressed in pancreatic cancer stem like cells and related to 
the poor prognosis of pancreatic cancer patients. 

  松井 洋人 Adjuvant Immunotherapy using dendritic cells transfected with HSP70mRNA 
following curative hepatectomy of hepatocellular carcinoma : phaseⅠ/ Ⅱ study 

北原 正博 Prediction of susceptibility to anticancer agents by measuring the integrity of cell-
free DNA circulating in the blood in patients with colorectal cancer 

近藤 潤也 
The effect of prolonged fixation on the immunohistochemical evaluation and 
fluorescence in situ hybridization results 
of HER2 expression in advanced gastric cancer 

山本 滋 Contrast-enhanced ultrasonography in diagnosis of sentinel node metastasis in 
breast cancer patients 
  

  井上由佳 TCR Sequencing of Advanced Colorectal Cancer Patients Receiving anti - EGFR 
antibody. 

前田 訓子 Analysis of Tumor Immune Evasion of T cell immunoglobulin mucin-3 (Tim-3) 
/Galectin-9 interaction in Breast Cancer 

恒富 亮一 Cancer stem-like sphere cells from HCC cell lines & genome wide analysis for 
clinical application 

  兼清 信介 
Comprehensive Registry of Esophageal Cancer in Department of 
Gastroenterological, 
Breast and Endocrine Surgery, Yamaguchi University Graduate School of 
Medicine, 2016 

徳光 幸生 Development of an individualizing predictive system for outcome of patient with 
hepatocellular carcinoma after curative hepatectomy 

友近 忍 
①Rectus sheath block(RSB) by  ropivacaine in patients undergoing laparoscopic 
colectomy 
②Database: Chemotherapy for colorectal cancer patients 

飯田 通久 Overexpression of miR221/222 in cancer stroma are associated with malignant 
potentials in colorectal cancer. 

坂本 和彦 
Clinical comparison of prevention of bile leakage using transcystic duct tube after 
hepatectomy  
with propensity score matching analysis 

鈴木 伸明 A semiannual report of colorectal operations and clinical trial 
  徳久善弘 The role and mechanism of stat3 in tumor associated macrophage in tumor 

genesis and inflammatory micro environment 
武田 茂 Evaluation of the postoperative nutritional status in esophageal cancer patients 

13:30～13:45 2.総括 永野 浩昭 教授 



新入局者あいさつ 
渡邉孝啓 平成26年卒 

関矢まり 平成26年卒 
平成28年に消化器腫瘍外科に入局させていただきました関矢まりと申します。地元宇部高
校卒、平成26年に山口大学医学部を卒業しました。在学中は日々日焼けをしながら軟式テ
ニス部で活動しておりました。卒後は国立病院機構関門医療センターで2年間の初期研修
を行いました。その際に消化器腫瘍外科同門の先生方に大変お世話になり、外科医となる
ことを決意いたしました。入局後は大学病院に各班をローテートさせていただき、素晴ら
しい諸先輩方にご指導いただきながら、外科医として働けることに、日々喜びを感じてお
ります。常に前向きをモットーに、外科医として1人前となれるよう日々精進を重ねて参
ります。今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 

平成28年に山口大学消化器腫瘍外科に入局させていただきました渡邉孝啓と申します。平
成26年に山口大学医学部を卒業後、国立病院機構関門医療センターでの2年間の初期臨床
研修を終え、平成28年4月より大学病院で修練させていただいております。出身は広島県
ですが、医療者としてお世話になった山口県にて外科医としての第一歩をスタートさせて
いただくこととなりました。1年間大学でお世話になり、先生方の手術手技に圧倒され、
自分の手技の未熟さに落ち込むことも多いですが、大変有意義な時間を過ごさせていただ
いております。 
まだまだ未熟な面は多いですが、少しでも多くの患者さんのお役に立てるよう、また青山
会の発展に貢献できるよう日々精進して参りますので、今後ともご指導ご鞭撻の程よろし
くお願い申し上げます。 
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藤井敏之 平成11年卒 
平成28年より、縁あって山口大学第二外科の一員に加えていただきました藤井と申します。 
外科医となって18年、人生の下り坂に入った不惑の45歳おっさんです。 
親の体調不良を理由に、Ｈ23年3月に島根大学を退局して故郷である周南市に戻り、周南
記念病院に就職して早6年が過ぎました。2年前から硲先生に腹腔鏡手術を指導いただける
贅沢な機会に恵まれて、気持ち新たに日々研鑽に励んでいると言いたいところですが、冷
めた鉄はいくら打っても鍛えられないようで、手術も子育ても悩みは深まるばかりです。
医局のお力を借りながら一例一例丁寧な手術を行い、まずは一遍論文につなげることを目
標にがんばっていきます。ご指導よろしくお願いします。 
 



2016年 年間行事 

東光寺 境内 （萩市） 



月 医局行事・他 学会 研究会・セミナーなど 

１ Clinical and Research 
Conference 

第84回大腸癌研究会 第71回山口県難治性肝疾患研究会 

２ 第33回宇部駅伝競走大会 
飯塚徳男先生教授就任祝賀会 

第37回九州肝臓外科研究会学術集会 第33回山口県食道疾患研究会 

３ 送別会 第88回日本胃癌学会総会 
第52回日本腹部救急医学会総会 
第15回日本再生医療学会総会  
第49回制癌剤適応研究会 

第6回宇部市医師会生涯教育講座 
第9回山口県消化管セミナー 
第2回難治性疾患トランスレーションセミ
ナー 
緩和ケアセミナー in YAMAGUCHI 

４ 1病棟6階 花見 第116回日本外科学会定期学術集会 

５ 青山会（同門会） 
 

第37回癌免疫外科研究会  
第52回日本肝臓学会総会 
第70回手術手技研究会 

６ WCC縫合コンテスト ASCO 2016 
第28回日本肝胆膵外科学会 
第38回日本癌局所療法研究会 
第41回日本外科系連合学会学術集会術集会 
第24回 日本乳癌学会学術総会 

第75回山口県臨床外科学会 
第61回山口県労災医学会 
12回山口県外科感染症研究会 
周南肝疾患学術講演会 
地域医療支援研修 

７ Clinical and Research 
Conference 
医局旅行 
 

第70回日本食道学会学術集会 
第20回日本がん免疫学会総会  
第71回日本消化器外科学会総会 
第52回日本肝癌研究会 
第14回日本臨床腫瘍学会学術集会 
第34回日本肝移植研究会 
 

第1回 山口県難病・小児慢性特定疾病指定
医研修会 
山口県協力難病指定医研修会 
第6回 遺伝子多型研究会 
第1回 山口膵・胆道疾患研究会 

８ 上野先生教授就任壮行会 第43回日本膵切研究会 第2902回例会 宇部ロータリークラブ 
ウィークリーレポート 

９ 
 

第44回日本臨床免疫学会総会 
第27回日本消化器癌発生学会総会 
第11回肝癌治療シミュレーション研究会 
第52回日本移植学会総会 
 

第6回肝胆膵フォーラム in Yamaguchi 
第141回山口県医師会生涯研修セミナー 
日本医師会生涯教育講座 
第3回山口大学医学部附属病院 
医療人キャリア支援室キャリアアップセミ
ナー 
第10回山口県消化管セミナー 

１０ 先端がん治療開発学講座記念式
典 

第4回日本乳房オンコプラスティックサージャ
リー学会総会 
第75回日本癌学会学術集会 
第54回日本癌治療学会学術集会 

第1回がん化学療法セミナー 

１１ 第24回日本消化器関連学会週間  
第71回日本大腸肛門病学会学術集会 
第10回肝臓内視鏡外科研究会 
第78回日本臨床外科学会総会 

Gastric Cancer Seminar In Kanmon 

１２ 大忘年会 
維新の会 
第17回 萩城下町マラソン 

第29回日本外科感染症学会総会 
第29回日本バイオセラピィ学会学術集会総会 
第29回日本内視鏡外科学会総会 
第8回膵臓内視鏡外科研究会 
 

第4回山口大学消化器・腫瘍外科学  
ヘルニアを極める会 
膵癌治療フォーラム in 下関 
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2月 宇部駅伝 

今年は晴天に恵まれました！ みんないい笑顔です☆ 
白熱した徳久兄弟のアンカー勝負はわずかに弟に軍配！やはり若い！ 
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2月 飯塚徳男先生教授就任祝賀会 

飯塚先生を師事する医局員で溢れています‼ 

↑ 徳光先生によるご発表‼ 
皆、笑いがとまりませんでした(＾◇＾) 

飯塚先生と研究補佐員の佐野さん 
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3月 送別会 

筒井先生に山本滋先生から花束贈呈 
筒井先生、新天地でも頑張ってください！ 

兄貴、お世話になりました！ 

兄貴、お世話になりました！ 

木村先生 

徳久晃弘先生 

千々松先生 

徳光先生、一生ついていきます♡ 

来嶋先生へ硲先生より激励のお言葉。 
なぜか微妙な距離が…（場内爆笑でした） 
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3月 送別会 

近沢師長大変お世話になりました！ 救命センターでもその敏腕ぶりを発揮されることでしょう！  
ご活躍を祈念いたします！  

角谷副師長（左）と近沢師長（右） 
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4月 外科学会 

永野教授のお膝元、そう、ここは大阪の北新地‼ 
まずは前哨戦、串揚げ屋にてプチ現地同門会です‼ 
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6月 第6回Nippon Neuromuscular Meeting 

55 

第6回 Nippon Neuromuscular Meeting にて吉野茂文先生がご講演されました。 



5月 縫合実習 

未来の外科医の熱心な姿を前に、永野教授も指導に熱が入ります‼ 

学生を対象に縫合実習が行われました。和やかな雰囲気のなか、みなさん真剣にとりくんでいます。 
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5月 青山会 勉強会 

永野教授のご挨拶 水田会長のご挨拶 議長 村上先生 

平木先生より、熊本震災時の 
DMAT活動報告がありました 新入局員挨拶 左から関矢先生、 渡辺先生、 藤井先生 

亀田総合病院 草彅先生にも 
ご講演いただきました。 

フロアからも活発な討論があり、盛り上がります！ ほっこり☆ 
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5月 青山会ゴルフ 

飯田先生がゲットしたのは 
カレー！？ 

今年も多くの先生方にご参加いただき大変ありがとうございました。 

お見事 トップ賞は吉野先生！ 

橋本先生も入賞で笑顔(＾◇＾) 鈴木医局長も「イェ～い！」 

オープニングショット‼ 

普段は厳しい永野教授も 
今日は笑顔です！ 
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6月 肝胆膵外科学会 

学会のあと、永野教授、上野先生を囲んで食事会です 
このあと永野教授御用達の北新地のニュークラブへ‼  
勉強になりました (＾◇＾) 

坂本先生、肝胆膵外科学会 高度技能専門医合格、おめでとうございます‼ 
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6月 WCC縫合コンテスト 

永野教授のご挨拶 徳久善弘先生のミニレクチャー 

第一外科、第二外科合同のWCCは大盛況でした！皆さんご参加ありがとうございました。 

真剣に取り組む参加者、採点者の厳しい眼が光ります！ 
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7月 遺伝子多型研究会 

硲先生のご挨拶 

恒富先生の御発表の様子です   皆さん真剣にメモをとられていました 
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7月 消化器外科学会@徳島 

徳島市内にホテルを確保できなかった 
ホテル難民消化器外科医がキャンプイン‼ 
 
神山町のACN・コットンフィールドさん 
大変お世話になりました m(__)m 

この人たちはいったい… 
いやいや、ちゃんと学会会場では 
しっかり勉強してますから‼ 

今年の消化器外科学会は徳島でした！ 
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7月 医局旅行＠萩 

北原先生、幹事大変おつかれさまでした！ 
マイクなし大声で引率する姿、感動しました！ 

当科を支える重鎮による 
大迫力のスリーショット‼ 

萩本陣の宴会場での集合写です 
かけつけてくださった山本達人先生、兼田先生、本当にありがとうございます 
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7月 萩医局旅行＠萩 

2日目はご家族も一緒にみんなで浜辺でバーベキューです☆ 

そうめん流しに夢中な子供たち スイカ割り大会‼ 

ん？負けられない戦いがここにある！ 

医局旅行を盛り上げてくださった 
山本先生、玉木先生、亀井先生、 
兼田先生、本当にありがとうございました。 
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9月 ゴルフ大会 

みんなで、ナイスショット！ イケメン外科医だらけ 

当科のゴルフ愛好家のみなさん (＾◇＾) 
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8月 上野先生教授就任壮行会 

永野教授のご祝辞 上野先生にまつわる様々なエピソードが披露されました。 

左から 角谷副師長、山下師長、上野先生、奥様 

上野先生、この度は本当に 
おめでとうございます 
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10月 先端がん治療開発学講座記念式典 

硲先生ご挨拶 永野教授よりご祝辞 岡学長よりご祝辞 
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11月 医局説明会 

永野教授のご挨拶 中須賀先生より医局紹介 

説明会よりはやはり地焼肉がメイン？？？ 
 
何人もの学生が 

「二外科入ります！！」 
と言ってましたが…ほんとかいな… 
    期待しちゃいますよ～♪ 

焼肉で和気藹々‼ 
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12月 井上由佳先生ご結婚披露宴 

新郎新婦よりごあいさつ♡ 

第二外科の美しい女医の先生方 
迫力のある！？ 5名揃い踏み‼ 

3次会にも新婦登場！すごい… 会場にかけつけた5台のピンククラウン☆ 
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12月 萩城下町マラソン 

スタート前に 山口大学消化器腫瘍外科、都志見病院、玉木病院の 
ランナーみんなで集合写真です。 さあがんばるぞ～‼ 毎年この絵が見れるのが楽しみです (＾◇＾) 

兼清先生、青空とさわやかな汗がよく似合います☆ 北原先生、応援ありがとうございました 
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12月 2外科維新の会＠下関 

兼清会長のごあいさつ 今年の会場は 海峡ビュー下関でした！ 

松隈先生の来年の抱負に聞き入る維新の志士たち 白熱した討論を繰り広げる同期の二人 

恒例の徳光先生のレクチャーです。いつもありがとうございます。 
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12月 病棟大忘年会 

2016年を締めくくる病棟大忘年会です、今年もたくさんの余興があり、大変盛り上がりました！ 

幹事 藤原ッス 
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編集後記 

2016年、永野教授の新体制が本格的に稼働を開始した年になった。上部消化管、下部消

化管、肝胆膵、乳腺・内分泌と臓器ごとの専門性を打ち出し、帰学者は各臓器チームの

ローテーション、ならびに器官病態外科（第一外科）への研修を行うようになった。ま

た、大学院生はベッドフリーとなり硲教授の先端がん治療開発学講座や基礎系講座への

出向を行い研究に没頭できる環境を作ってもらった。それらが定着し実を結ぶのは数年

後になるであろうが確実に一歩ずつ進んでいることをこの編集を通じて実感した。それ

にしても月日がたつのは早いと思う年になってしまった。「光陰矢のごとし」。小学生

の頃はまったくピンと来なかった言葉である。今回、編集した記事を見直し自分が肝胆

膵班のチーフとなったことも実感。実働部隊の歩兵の立場がいつの間にか司令官の立場

に変わっている。柄じゃないな、と思うのだが自分も経験を積みレベルアップしている

（？）と思いたい。来年度も仲間とともにレベルアップし、消化器・腫瘍外科チームの

戦闘力アップに励みたいと思う。そしてその戦果をまた来年年報で報告したい。 

平成29年4月 

坂本 和彦 

 

松陰神社 石碑 吉田松陰 辞世の句 （萩市） 
「親思う心にまさる親心 けふのおとずれ何ときくらん」 
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